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はじめに

本書の目的は､高速鉄道 3号線並びに現在計画中である高速鉄道 4号線のセンター北駅舎の上部有効利

用に係わる関連法規､既存 ･増設駅舎等の基本的要件を整理 し､必要諸施設の基本計画を行 うことである｡

上部利用の主たる業態 としては､業務系 と商業系の 2つが挙げられたが､本書では次の理由により商業系

フロアの計画を行った｡

1. 業務系上部有効利用は､3号線計画時に､増設 4号線部分 も含めて検討済みである｡既存駅舎躯体

もその上部利用に対応 し得るものと考えられる｡

2.当駅舎周辺には､(仮称)ブラザ ビル､共同義務街区大規模商業施設等が計画されてお り､商業施

設同士の相乗､集積効果が図れる｡

3. 床荷重､避難階段幅を含む法規等の必要条件は商業系 フロアの方が厳 しく､この計画に基づ くと

空間計画の面を除いて､業務系 フロアへの移行は比較的容易に行える｡

そ して本計画は､既存 ･増設駅舎に及ぼす影響に重点を置き､次の内容を中心に行った｡

A.客誘導､避難に伴 う施設 エスカレーター､エ レベーター､階段等

B.サ ー ビ ス 施 設 入荷用エ レベーター､搬入出車経路等

C. 設 備 施 設 DHC受入施設､受水槽､店舗用 と駅舎用電源分離､縦シャフ ト等

D.駐 車 場 施 設 附置義務駐車台数の算定､機械式 ･自走式駐車施設等

また今後の商業調査による変更等を踏まえ､当計画の基礎資料 として活用 し得るように留意 し作成 した｡

/
平成 9年 3月31日

横 浜 市 交 通 局

株式会社 松田平田
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1-1 既存 3号線駅舎の概要

本計画に係わる 横浜市高速鉄道 3号線 (以下 3号線 と記す) センター北駅 は､多機能複合都市を

目指す港北ニュータウンの中心､タウンセンター第 1地区の主要施設である (第 2地区はセンター南駅

周辺を指す)｡当駅舎は地上 3階建ての建物で､階毎の施設概要は下記の通 りとなっている｡

■ 1階 ダウンタウン側から3階のラッチへ導 くラッチ外コンコース､倉庫､各係員室等

■ 2階 プラットホーム､通信機器室等の鉄道施設､上述のラッチ外コンコース (階段踊 り場)

P 3階 ラッチ内外コンコース､便所 (ラッチ内)､各係員室､イ別民室､倉庫等

また､駅舎用地取得の際に､横浜市都市計画局との間で幅員 16.5m のラッチ外コンコース (自由通路)

を確保するよう取 り決めがなされている｡本計画の際も店舗等を設置できない｡

当駅が使用する水道､電気等のインフラス トラクチャーは現在､南側敷地内から供給されている｡

1-2 既存倉庫の店舗化計画

本計画に先立ち､当駅 1階の既存倉庫 A と倉庫 B-2の一部､3階の既存倉庫 D を用途変更して物販店舗

化する｡更に当駅西側隣地に建設中の複合商業施設 :(仮称)ブラザビルと当駅 3階で接続する増築計画

がある (計画延べ面積 :1,294.83m2)｡これは (仮称)ブラザビルと同時オープンを予定 している｡

1-2-1 敷地形状の変更

現況敷地は､用途変更により適用される､横浜市建築基準条例第 24粂第 1項による敷地外周長さの

1/7以上の接道長さが確保できないため､住宅 ･都市整備公団 (以下住都公団と記す)との協議に

より､現在住都公団所有の 4号線用地を申請敷地に加えた｡これに伴い､当駅舎の敷地等の内容は次

のようになる｡

所 在 地 : 神奈川県横浜市都筑区中川中央 1丁目1番 敷地面積 7,976.30m2

用途地域 : 商業地域 防火地域の指定 : 防火地域 日影規制 無 し

高度地区 : 横浜市第7種高度地区 (高さ制限 31m) 法定容積率 : 600%

法定建蔽率 : 80% (当駅舎は耐火建築物であるので､建築基準法第 53条 4項より100%まで可)

南北高低差 : 13.0m (南側 :GL=TP.+22.0m､北側 :GL=TP.+35.0m)

東西高低差 : 0.0m

建物の形態制限 (高さ､斜線等)に係る平均地盤面 :TPJ22.49m

この敷地に建つ当駅の概要は次頁の通 りとなる｡
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用 途 : 地下鉄停車場 (駅舎)､物販店舗 耐火建築物の指定 :耐火建築物

延床面積 : 8,604.94m2 容積率 :107.9% (=8,604.94/7,976.30×100) <600%

建築面積 : 4,380.14mz 建蔽率 :55.0% (=4,380.14/7,976.30×100) <80%

構 造 : 鉄骨鉄筋コンクリー ト造 屋 根 : 防水材 料[えコンクリー ト

外 壁: アルミパネル t=2.5 軒 東 : ノンアスベス ト ケイ酸カルシウム板 t=6.0

階 数: 地上 3階(地階無し)､塔屋 1階 最高高さ: 22.76m 軒 高: 20.56m

ト 2-2 店舗用電源

店舗用一般電源は､当駅 1階の倉庫 B-2の一部に店舗電源用 ･電気室を設けて東京電力より受電する｡

店舗用非常電源は､横浜市消防局に特例申請をし､鉄道施設用電源と同一電源とする許可を受けてい

る｡但しこの許可は､平成 15年を目処とした本計画において自家発電機を設置することが条件とな

っているC

ト 2-3 当駅舎 3階- (仮称)ブラザ ビル 2階の接続

住都公団との協議により､当駅舎 3階 9-10通り間の自由通路を (仮称)ブラザビル 2階の自由通

路と接続する｡これは､当駅舎と駅前広場の連絡通路となり､駅周辺の回遊性のある自由通路を形成

している｡また､(仮称)ブラザビルの店舗と駅舎に設置する店舗に連続性が生まれ､商業施設同士

の集積効果を図ることができる｡

接続部には駅舎と (仮称)ブラザビルの双方共に防火区画シャッターと避難扉､及びスプリンクラー

を設け､双方の建物は別棟扱いとする｡

この接続にあたって､横浜市消防局予防部指導課から次の指導を受けている｡

･駅舎店舗と (仮称)ブラザビルとは相互に連絡を取り合い､店舗利用客が適切に避難できるよう

な管理体制を確立する｡

1-2-4 本計画の縦シャフ ト形成を留意 した 3階店舗 レイアウ ト

3階の店舗はA～Cの 3つの区画に分けられる｡A区画は本計画でも店舗として存続し､本計画にお

いて縦シャフト等の所要施設になる部分である B～C区画は､本計画を行うまでのリース期間限定区

画である｡

112-5 隔地駐車場

倉庫店舗化計画による附置義務駐車台数は 2台となり､既設 3号線高架下に隔地駐車場を設けた｡
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ト3 増設4号線駅舎施設の計画概要

現在計画中の横浜市高速鉄道 4号線 (日吉～中山間 :以下 4号線と記す) センター北駅の駅舎は､既

存 3号線駅舎の東側に増築し､上部利用を含めて 3号､4号線が一体的に利用できるように計画を行った

1-3-1 プラッ トホーム

4号線プラットホームは､既存 3号線のものと同じく､駅舎 2階に次のとおりに計画されている｡

■ 長さ :約 94.0m (北端 ;10通り～南端 ;南側隣地境界線まで)

T 幅員 :約 8.4m (東端 ;H通りから6.1m～西端 ;H通りから2.4mの位置)

■ 軌 道 の 位 置 :上り方面はG～H間､下り方面はH～Ⅰ問に設置■軌道中心間距離 :ll.02m

また､プラットホームの構造計画は 1階駐車場出入口の有効高さ確保等のため､詳細検討を要する｡

1-3-2 ラッチ内コンコース

4号線のラッチ内コンコースは､既存 3号線の東側に増設される｡これは､4号線の改札口を既存の

ものと共同で利用し､改札機の台数は乗降客増加分だけ増設するためである｡プラットホームとは幅

員約 3.1mの階段と1200型エスカレーター 2基､車椅子利用対応のエレベータ- 1基とで結ばれる｡

1-3-3 その他鉄道施設

4号繰増設に伴い､通信機器室､ トンネル換気機械室等が 4号線プラットホーム北側に計画される｡

これらは鉄道走行に配慮して次の縄闘内で設置する｡店舗施設を当該階に配する場合も同様である｡

ト 施 設 外 壁 面 :軌道中心から2.Oln

T 作業員歩行通路端部 :軌道中心から1.5m■作業員歩行通路幅員 : 1.01n

高速鉄道 3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書 第 1章 商業系フロア形成に係わる諸条件の整理 10



1-4 法令集件と許罷可手続き

本計画に係わる所要申請 ･許可および協議の主たる項 目は以下の通 りである｡

項 目 関係法 ･条例等 申請 ･協議先

1.計画通知

2.消防同意

3.消火活動上協議

4.附置義務駐車場等

5.中高層

6.宅地造成等の変更

建築基準法第 18条

高速鉄道 3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書

7.駐車場協議

8.大店法に係る

9.福祉の施設整備

10.屋上等の排気塔 ･

設備容量の報告

ll.街づくり協議

市 駐車場条例

市 中高層建築物等の建築に係る

住環境保全等に関する条例

宅地造成等規制法

宅地造成等規制法施工令

市 宅地開発等関係規則

大規模小規模店舗法

福祉の都市環境づくり推進指針

神奈川県公害防止条例

港北ニュータウン･タウンセンター街づくり協定

市 建築審査課

市 消防局設備指導課

市 消防局計画課

市 駐車場対策課

市 建築相談室

市 宅地企画課 (1000m2以上)

港北ニュータウン･タウンセンター開発推進協議会

神奈川県警本部交通課

県 商工部

市 福祉局福祉のまちづくり課

市 環境部公害対策局

港北ニュータウン･タウンセンター開発推進協議会

1-4-1 計画通知 (敷地 ･構造について)

A) 地盤面

本計画での接地地盤面は,ダウンタウン(両)側-TP+22.0111:アッパータウン(北)側-TP+35.0lTl

の 2つがある｡4号線増設部もラッチ内､プラットホームに段差を作らないために 1-3階の階

高は既設 3号線駅舎部と同じに設定する｡その他の高さ関係については､詳細設計の時点で決定

する｡

B) 前面道路

東側に揺する道路を前面道路とし,横浜市建築基準条例等による接道長さ等はこの道路による｡

北側道路はその他道路と考える｡

前面道路 東側 (一部隣地境界有 り)

その他隣接道路等 北側 (アッパータウン側)

南側 (ペットショップに隣接)

西側 ((仮称)ブラザビルに隣接)

18.5m (道路 ;接道長さ :101111)

18.0m (歩行者専用道路)

なし

なし

第 1章 商業系フロア形成に係わる諸条件の整理 11
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C) 避難階の設定

避難階は､既存駅舎と同様に､1階ダウンタウン (南側)レベル (TP+22.0m)､3階アッパータ

ウン (北側)レベル (TP+35.0m)にとる｡

ト 4-2 消防同意

A) 計画建物の用途

複合用途建物 (消防法施工令別表第 1において 16項のイ :建物の一部が物品販売業を営む店舗

に供されている)に適合する｡

B) 防災センターの設置 (横浜市火災予防条例第 68条の 2)

防災センターは､消防法施行令別表第 1の 16項のイ等に含まれる防火対象物のうち､階数が 11

以上且つ延べ面積が 10,000mz以上､または階数が 5以上且つ延べ面積が 20,000m2以上の場合に

設置が必要となる｡本計画においても防災センターの設置が必要となる｡

C) 当駅舎 1階と (仮称)ブラザビル地下 1階との接続及び車両通り抜け計画について

当該接続部を車路化 して (仮称)ブラザビルと相互利用する際､協議の必要が有る0

1-4-3 消火活動上協議

｢消防用設備等設置計画届｣提出に係わる詳細事項 (緊急時の消防車の寄 り付き等)に関して今後協

議の必要が有る｡

1-4-4 附置義務駐車場等

本計画では､横浜市駐車場条例 第 6条に基づき､｢百貨店その他の店舗｣に供する延床面積を 200

で除した数値の台数以上の駐車場を附置しなければならない｡

更に､本計画では港北ニュータウン ･タウンセンター地区街づくり協定に基づき､横浜市駐車場条例

による附置義務台数の少なくとも2割増し程度の駐車台数を確保しなければならない｡

1-4-5 中高層

商業地域内 (非住居系地域内)にある建物で､その高さが 15mを越えるもの｡

(横浜市中高層建物等の建築に係る住環境の保全等に関する条例 第 2条 2項 4号 イ))

･ 実日影図 :日影形状図 (冬至) の提示

近隣説明等報告書 の提示

テレビジョン放送の電波受信障害対策の提示

等々を中心に審査を受ける｡

ト 4-6 宅地造成等の変更

宅地造成等規制法に係わり､当駅舎周辺地盤面を形状変更するのでこの届け出が必要｡

高速鉄道 3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書 第 1章 商業系フロア形成に係わる諸条件の整理 12



1-4-7
駐車場協議

計画建物の延床面積が10
,
000mzを越えることに係わり､
神奈川県醤本部交通課と
､
建物周辺の交通･

道路状況に基づいて
､
駐車場出入口
､駐
持場台数等々
､
を協議する
｡

1-4-8
大店法に係る手続き

本計画では
､
入居店舗の業種等によって､
大店法に基づく手続きを神奈川県商工部に行わなければな

らない
｡
尚
､
横浜市では大店法で言う｢店舗面積｣によって次のように店舗の種類が分けられる｡

･大規模小売店舗対象店舗面積(横浜市)6,
000mz以上の場合:第1種大規模小売店
舗
｡

･大規模小売店舗対象店舗面積(横浜市)500m2以上6,
000mz末綱の場合:第2種大規模小売店舗｡

また
､
明文化されていないが
､
大店法で言う｢店舗面積｣の20mlにつきl台分の駐車場を用意する

よう指導を与えている
｡
(通常
､
駐車場協議の協議内容を満たしていれば問題ない)

1-4-9
福祉の施設整備(神奈川県福祉の街づくり条例
｡
横浜市では平成10年度中に施行予定)

公共交通機関の施設(駅舎も含む)については全てのもの､
商業店舗については500m2以上のもの等

が条例対象施設となる
｡

1-4-10
屋上等の排気塔･設備容量の報告

神奈川県公害防止条例に基づく
｡
計画通知前に環境保全局環境管埋課と協議を済ませる必要あり｡
審査会は月2回開かれ､
審査手続きには申請提出後1カ月程度を要する｡

ト4-11
街づくりの協議

タウンセンター街づくり協定に基づくもので､
この協定は平成5年5月タウンセンター地権者相互の

合意のもとに取決められたものである
｡
協定区域内において建築行為を行おうとする場合
､
予め港北ニュータウン･タウンセンター開発推進

協議会街づくり協定運営委員会の調整を経なければならない
｡
駐車場台数に関する事項(附置義務駐車台数の120%以上)等も含まれている｡

1-4-12
計画各部に係わる法規

14-16ページに建築基準法､
消防法
､
駐車場法
､
横浜市建築基準条例等から本計画で必要とされる

法規の内容を記載する
｡
また
､17
ページに各法令等の担当窓口一覧表も添付する｡



1 建築基準法 条例 (扶浜市建築基準条例,扶浜市火災予防条例) 消防法.その他関係法令 (ハートビル法等) 計 画

敷地 Ⅰ 敷地と道姑との関係:第24条 (L:敷地外周の長さ)下記適用対象‥百貨店等の用途に供する部分の床面杜の合計hf3000∩確超えるものJ不特定.多政の者が利用する各ー以上の便所:ハートビル法 ()内;誘串的基準･車椅子使用者が円漸こ利用できる床面臥 庶掛便座､手摺等を適切に配置する ･可分.不可分

2 道路 .抜道桝 (敷地は道路に2m以上接しなければならない) II.前面道路が-つの場合の必要事項幅且ltm以上の前面道路に､l箇所でL/7以上托し.且つそこに主要な出入口 ･車椅子使用者用便房及びその便房を有する便所の出入口h;の内法≧800･便房及び便所に設ける戸は車椅子使用者が円滑に抑閉できるもの 抜道距麓 101.00M 前面通路幅且 18.50M

34456 用途地域 .用途地域内の建築制限建蔽率 80.OO米(.角地.防火地域内の耐火建鮒 ) 2.前面道路が二つ以上あり､下記のようである場合.前項の適用が無くなる1の道路幅且が8m以上､他のそれが4m以上で.その両者にL/3以上娃し.Aつ1の道路にー箇所でL/6以上按した上､その綾する部分に各 出々入口(1の道路には主要な出入口)があり､建築物の客用出口が各道路に面する時 ･可.不可 (用途地域 地域)(建物用途 )建蔽率 00.OO米春枝牢 00.00%･耐火建築物.準耐火建築物 (イ).準耐火建築物 (口).他

計洋式専横串 600.OO米計算式形態制限 .最高高さ 3一.00m･科授制限 適用距麓 斜授勾配 立ち上リ道路綿 25m 1.50/隣地斜授 / 2.50 31m北側斜線 / / / 3.敷地周囲に公臥 広場等安全上支障が無い空地がある時.前2項は適用しない■ 主要な出入口の後退:第26条下記適用対象:百貨店等の用途に供する部分の床面棟の合計が3000m'を超えるもの百貨店等の用途に供する建築物の主要な出入口は､道路境界操から4m以上後退させるJ 消防用設備等 横浜市火災予防条例:第68条の2今回の建物では､防火対魚軌こ設けられた消防設備等の行動表示装置､制御装置等の監 ･男子用小便器のある便所では､床置式小便器のある便所をー以上設ける■ 本計画で必要な消防用設備の設置 (消防法施工令等)･消火設備

日影規制 なし 視､操作が出丸 且つこれらを集中して管理し得る横位を持つ施設を設けねばならないlL 2方向起臥 前面空地等:第25条 消火器具､屋内消火栓設備､スプリンクラー設備 (4F以上 無芸階),水噴霜消火設備 (駐車用､電気設備圭､ボイラ-室､通信紙拝呈).

7 構造制限 C耐火建鮒 以上.準耐火建築物以上.制限なし 屋外消火栓 (一.2F).動力消防ポンプ設備･貰絹設備

8910防火区酉C瓦領区画(MAX 1500品 日動火災報知設胤 漏電火災芸報臥 消防横間通報用火災稚h]設備(電話あれば免)､ スプリンクラー.水噴符､泡消火等の自動式の消火設備の設置 .育.無

C監穴区画 ※日動火災報知設備があれば設置免除となるもの ･有.無

C悶 用途区画 非常警報器具､非常ベル､自動式サイレン又は放送設備 ･有.顔

･1一階以上の階における区画内装制限 .階数 06階 規牧 00000h 地下街 .育.㊨ ･i!難設備丑難器具 (2F以上)､il難口扶導灯.通路誘導fT､沃導標講 (荊2つの誘導灯があれば設置免除) ･有.無スプリンクラー.Ik噴鼠 泡消火等の自動式の消火設備の設置 .育.無

･建物用途 (物品販売業の店舗):17240m2(4-6階の床面積の合計)(地臥 地下工作物内に当該居室 .育.㊨ } 昇降横:ハートビル法 ()内;読導的基準 内装 居室等 廊下.通路.階段等

･無芸居室 .育.無 ･不特定多数の昔が利用し､直は地上へ通ずる出入口がない階を有する特定建築物 (基礎 不 燃 準不燃 艶 燃 不 燃 準不燃 難 燃

･火気使用室 .育.痩 的基準では2000∩山上)では､かごがその階に停止する下記の構造のEVを設ける 下 地

居室等 廊下.通路.階段等 (a.駐車場の用に供される階では当該駐車胤こ車椅子使用者が利用できる部分に設置) 仕 上

不 燃 準不燃 難 軽 不 松 準不燃 難 挺下 地仕 上 ○ ○(謀讐二〇 〇 ×0 任用可 × 使用不可 △ 3階以上不可階段 .階段寸法 屋内階段 屋外階段 b,かごの床面抹≧1.83(2.09)m7 C.かごの奥行≧ー35crnd,車椅子の転回に支障のないかごの形状e.かこ 及び出入口幅内法≧80(90)cmI.かご内には停止予定階 (道路)､かごの現在位置を表示する装置と､到着階､出入口戸の間組を知らせる音声装置を設置g.かご内､乗降口ビーには.車椅子で利用し易い位置に制御装置を､又それとは別に 0 使用屋内階段 屋外階段

幅 ≧1400 ≧ 900 視覚障害者が円滑に操作できる制御装置を設置 幅 0000≧ 0000≧

踏面 ≧ 260 ≧ 260 h.乗降口ビ-の幅と奥行の内法≧150(180)cm以上 踏面 000≧ 000≧

斑上 ≦ 180 ≦ 180 適用対象‥百貨店等の用途に供する部分の床面枝の合計が1500｡穣超える連射勿 i.乗降口ビ-には到着するかごの昇降方向を音声で知らせる装置を設置 以上 000≦ 000≦

踊場位置 ≧1200/3m ≧ー200/3m 1. 道路に面する2以上の主要な出入口を互いに近接しない位置に設ける ※誘導的基準は主たる廊下に近接した1以上のEVを指しており.他は基牡的基準による 踊場位置 0000≦ 0000≦

･手摺 2. 第1項の主要な出入口と敷地の出入口との間には.主要な出入口の幅の2倍以上 ■ 不特定.多数が利用し,且つ直接地上へ通ずる出入口がない階に通する階段の構造 ･片側.両側･2以上の直通階即 必要性 (宙 無 の開口を有する通行上､避難上有効な空地を設ける.但し敷地周囲に公臥 広場 ･2以上の直通階段 .育.無

･直通階段までの歩行距啓 .主要構造部が不鮭構造又は準耐火構造以上 等安全上支障のない空地と同等なものがある場合はこの限リでない ;ハートビル法 ()内;誘導的基準

無宝居室 30M(40M) 3. 前項の空地には下記の構造の歩廊,ポーチ等に頬する建築物の部分を設け得る ･(両側に)手摺を設置 .粗面又は滑リにくい材料で仕上げた表面

居室 (用途:物品販売の店舗)30M(40M) ･内法高さ3m以上 .外気に有効に開放されている ･主たる階段は回り段禁止 .踏面と蹴上の色は大きな明度差をつける

その他居室 50M(00M) ･主要構造部を耐火構造､不燃材料で追ったもの ･階段上篤に近接する廊下等及び踊場部分には r注意喚起用床材｣を敷設
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ー1 建築基準法 条例 (横浜市建築基準条例､扶浜市火災予防条例) 満帆去､その他関係法令 (ハートビル法等) 計 画

･丑JI階段､特別丑杜階段の設置 暮 避難通路等:横浜市火災予防条例 第63条 (昭和48年条例70号)一. 百貨店等のtの軌こあつては.当該臥 当該店軌こおける売胤 展示部分の床軌こ応じて下記の放任以上の特長の主要丑杜通路を設けなければならない. (出入口:ハートビル法 ()内;扶串的基準 地上階 l 地下階純 の州 ､特別桝 階段 ≧幅の合計

用途 直通階段 避難階段 特別避難階投

3階以上の階での 15階以上の売掛こ通じる × 0

物販店床面棟合計 5階以上の売掛こ通じる 0 0 (ー以上) 600n山上 - 1.8m 直接地上へ通するもの､駐車場へ通ずるもの､不特定.多政の者が利用する各室 -

>1500m' 各階売JJ及び屋上広場に通じる .0 0 2. 前項の主要五枚通路は地臥 逝JI臥 又は消析署長が必要とtP.めた階では､次 これらの出入口でー以上 (その出入口に近搾するもの以外全机 は下Taの捕止とする

ー5階以上の階に通じる × 0 放任を加えた幅且以上としなければならない 今回 - 0.7m ･内法幅≧800(900:但し1以上は1200) .段は禁止

その他 孟警 蓋≡警喜芸,E蓋じる 3 3地下3階以下の軌こ通じる × 0 3. 約2項に規定する主要避足通路は､五泉口に有効に通じさせ､且つ色別等によって他の部分と区別する ･戸は自動開閉捕造.又は車椅子使用書が円滑に附臥 通過できるもの(内法幅:1200以上の出入口のうち1以上)(●…≡≡ふ言芸冨喜芸:'芸…孟夏芸≡…≡ける馴 Mにより戸の→相 の)( 廊下等 ; ハートビル法 ()内:読手的基準4. 別 項に規定する朋 又は展示部分の細 拝が600m711上のものには､主要難通路又は避難口に有効に通ずる幅良一.2m以上の補助丑斗通路を設ける5. 避難の用に供し得る屋上広場は､避妊上有効に推持する■ (各階の)出口及び廊下等:第27条適用対象:マーケット 連続店舗の用途に供する部分の床面枝の合計が500∩藻･避難階段幅 地上階 一 地下階各Bの州 ､持 和 紙 段 ≧ 直上臥 上の階での最大緬 桔 ×0.6幅の合計 100

禁 冨芸 害 th;芸 Bl避難階段 ≧警 墜 ×0.27l≧讐 警 ×0.36 超える階を有するもの ･粗面､又は滑リにくい材料で仕上げる 各階の乱臥 特別甜 階段 ≧ ≧1. 2以上の出口を設け.当該階の各捕えからこれらの出口に通する廊下.階段類 ･直接地上へ通ずる､又は駐車場の出入口から､不特定多政の人が利用する室の出入口 への出入口幅合計

州 眺 お ける 屋外への出 ≧ 最大床面隅 での床醐 ×0.6入口将の合 計 100 通路 (以下席下等という)を2以上設ける までの1以上 (全部)の経路における廊下の構造は以下の通りとする 加 配 おける屋外への出 ≧

2. 前項の廊下等の幅両肌こ携えの主要な出口に面するものor通するもの- .2.5m以上 ‥ (...川 上 三三 三ヨ a.高低差がある時は斜路.叉は[ ｢[ 朋 .又は車椅子用特殊昇降 入口幅の合計無芸居室 .育.無自扶排煙 .育.無機械排煙 .育.顔告示33号部分 .育 (.1.2.ィ.口.̂ .二.2.4).無令126-2部分 .育 (.ー-1.ト 2.1-3.1-4).無

廊下 .必要廊下幅 片側居室 1200以上 両側居圭一600以上 その他のもの- .1.6m以上 (但し､今回の屋外階段は一.3m以上)3. 前項によらず､丙軌こ主要な出口が面する昏下に通する2つの階段を互いに近 ≡ ∈ 三 重 三 一 ヨ ≡ 轟 脈 設置する州 近l 50…l 50….b.各出入口.EV､車析 榊

ー213屋外への出口等 .避難階での階段から屋外の出入口までの距最≧30(40)M させる場合の階段暗:1.6m以上 (この時､当該常段は1つの好投とみなす) l 脚 方… ■ ..2… 仙 l 昇剛的 出入口に肘 る部分

･避難階での居室の各部分から屋外の出入口までのlE麓≧60M･丑難階での屋外への出入口幅の合計 (物販店のみ)≦38.97M･屋上朗 の設置桝 (む 無敷地内の避難通路幅 ≧一.5M 通路 (以下廊下等という)を2以上設ける4. 第1項に規定する出口が道路等に面しない場合､その出口から道路に通ずる幅2m以上の敷地内通路を設ける5. 次の場合､第一項の規定は適用しない- .各捕えの主要な出口の全部が道路等､又は道路などに面する幅且:3m以上の敷地内通路に面する場合 蓑豊ゝ岬 は水平にする紺 近 EI･直接地上へ通ずるl以上の出入口から､糊 .受付等の建築物全体fIJ用のための情報提

14非常用進入口 (代用進入口) .㊨ ,不要 (非常用EVの設置 一有㊥ 参考図l:第27条第2,4項 > 生別 の如C> 各Iえの王‡な出口 供が可能な場所までの廊下等には､誘専用床材を敷設し､音声による誘導装置を設ける(常勤者による誘導が可能な場合を除く)

15ー6ー7居室の採光 .1/00以上 (居室用途: ) 即 店折 舶 細 目 再†[=主‡な出口のある ･廊下等に設ける傾斜路､踊胤ま下記の捕道とする

･l/00以上 (居室用途: ) i--- ーT等 ⅠL1 1搭 (訴2項) a.斜路と踊場､廊下等に按する

0 こ要排鮎 偏 .㊥ .不要非常用EV .必要 (0台)O 要 .･昇降口ビ-必要面積 00山 上 (特別避髭階段附室との兼用 .育.顔)･昇降口ビーの排煙 .排煙用霊 (.2m2以上.3∩山上)･排煙口(.4m2以上.6mZ以上).脈 排煙 …し3 用 £ 回 蕊 L2 し...u::三三等諾 2:即也--一一一--------一一一l'[-,一一一一一一一一一- L3 鵬 内桝 =2.0m以上 練4卿参考図2:第27条第3項 / でZ5鵠 mq讐 三 計 苦 言lrlqCi:'…享[望 L ＼宝至芸露 蓑 二 d.芸等≡…喜≡喜≡芝草…≡喜■ 敷地内通路:ハ-トピル法 ()内;誘導的基準･粗面､IVリにくい材料で仕上げた表面･直接地上へ通ずる各出入口から道､空地.車椅子任用春用駐車柱設への敷地内通路のうち､各々l以上の通路は下記の捕造とするa.幅員≧ー200(1800)b,高低差を有する時は､上述の頼斜路,踊場を設けるC.特定建築物の各出入口については,誘専用床材､音声による視覚障害音読専装置等を設ける.又.車路に接する部分､車路を扶斬する部分､悼斜路及び段の上等に'授する敷地内通臥 踊場部分には ｢注意喚起用床材｣を敷設する

高速鉄道 3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書 第 1章 商業系フロア形成に係わる諸条件の整理 15



柾車唱法.駐車唱法施工令 条例 (横浜市建築基準条臥 I美浜市蛙車鳩条例.横浜市駐車場条例施行規則等) 消防法､その他関係法令 (ハートビル法等) 計 画

ー8駐車場■ 各種装置･換気装置:建築物である格外駐車掛こは､内部の空気を10回/時間 以上直接外メと交換できる換気装置を設ける.但し霊等の開口部を有する階でその開口部の気に有効な部分の面枝がその階の床面拝のl/10以上であればこの限リでなし･照明装置:建築物である格外蛙郵引こは以下の照度を保つ照明芸置を設ける.自動車の車指の錆面:10Jx以上 自動車の駐車部分の床面:2Jx以上･昔稚装置:自動車の出入及び道路交通の安全を確保する為に必要な警報装置を設けるJ 車路の構造;自動車が円滑かつ安全に走行する事ができる車路車柘の幅員:5.5m以上 (但し一方通行の車路では3.5m以上) I一 脈置義持駐車台数＼＼商業地区等に存在する百貨店その他の店舗､事務所に附置する駐車場における蛙車台致lJLは､その用途の延べ面枝を:00で除した政とする.■ 駐車施設の規模 (下Earは 械式駐車施設での自動車一台分:施工規則第6条)普通乗用車対応 :一.8X5.0m以上､附置轟抹台数の30%以上小型乗用車対応 :1.7×4.7m以上 附置義持台政の70%以上車椅子使用者対応:3.7×6.0m以上 最低1台 (;駐条例第11条)1 車路の捕追 捕 5条の2,施行規則第5条) ■ 大店法に基づく附置羨桔駐車台数の算定■ 劉[=ユ-タウンタウン.センタ一桁づくリ協定に基づく附置轟務駐車台数の算定附星夜祷虹車台致×1.2■ 車椅子使用着用駐車施設の設置について:ハートビル法 ()内;誘導的基準

梁下の高さ:2.3以上 屈曲部:5m以上の内法半径で回転できる構造 手絡:牲車スペースと道路の間で自動車が停車叉は転回する場所 ･各出入口から駐車枯設への通路距麓は可能な限り短くする

高速鉄道 3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書 第 1章 商業系フロア形成(=係わる諸条件の整理 16



法令.条例,要綱-指導等 窓 口 場 所

1建築基準法.確認申請5階以上 }築審査課(零査係)巾庁舎 5陀)
3000m'を超える 賢 ..(671_2937～8I横浜市建築基準条例
ワンル-ム形式集合建築物 -

狭あい道路拡幅整備要綱 ■
道蕗の位置の指定及び廃止.

宅地防災工事資金融資制度 L ､

プロ､ツク塀の改普融資制度 :.

1.建築物の省エネル ギ十対策 . ~築審査課(審査係)巾庁舎 5帽lI53～4):

の推進指導 (67卜293■7-8)

指導.相談 .報告 - (67ト2941)

1建築物の防災指導 ナ築審査課(防針設醐)I (67ト2940)J H l

1建築物防災改誓資金融資制度

1･健 築設備(昇降機.非常用,排煙..換気等)の相談 毒 照甲

1 地区計画等区域内の届 出等

1･壁面線指定の縦覧LL..半

1 狭あや道路甲.準備.q)促進与ヽ..一 (狭紳道路事業担当)
関する条例 晶 .1号.し ■ (67ト4146)●

1 -団地認定制度 . l̂画指導訊 . z L(市帯地建築設計係)(67ト2944)
市街地環境設計制度

1班甚法一種鐘鮒の許可-認定

都市計軍法(開発許可)=-. 地指導課
.L.市徳化区域.:Jで.1.000m7蝕 (宅地賭事係)(67卜2

('F.十十.I.日500m'以上100Or拭 各区役所建築課 各区役所.!

∴ 市街化調整区域..I; (宅坤 調 整 係)(67I-29.5 町 1 );(宅定墓誌 )信 二l-;'646,:料
市街化調整区域内の建築許可 -

4I,宅地造成等規制法.1.000m'以上

(達成工事の許可)1000m'未満 ■各区役所建築課 各区役所 '至

申任等界琴草野明

中高層建築物等甲延集に係 る :延築相談室 ~ 市庁舎 5帽 ;ll住環境の保全等た関する条例 A,(671!-2308,■2350-1)

*〕 都市計画法 ∴ 地利用審査課 _ ]庁舎 6閥52)70)73).

用途地域等の.鯛恵 .:..: I都市計画施設内の建築許 '■(67113510).

I.首都恩の既嘩市祷坤 こおける..工業等の制肢:た関する法律

駐車場法 .畳尊場条例 声 1 駐葦場対策課(67ト4

一一･ILJe.1A一山手地区景観風致保全要綱 ･障打7.-ザイン室(67卜3

J行為葦 に.ついての事前指沓 ヒ部.開 発 課(67ト2691十
･く各方面別担当課) 南部 開.発 課(67卜2694)イ也

-:(国土法に基づ く届出-) 一､(67ト3953-7)

3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書

法令.条例.要綱.指導等 窓 口 場 所

◆=<fT) 首都圏近郊緑地保全法 藩 政 課 一(67卜 26 2 4 ) 銅中央ビ眉t

風致地区条例

坦屋外広告物条例

山手地区景観風致保全要綱

緑の瑞頬をつ くり育てる条伊 患化車道琵(67卜2617)
4農地法(過地転用の許可) 万両別凝集委員会 醐紹!相好

I工業地域及び準工業地域
典同住宅建築指導基艶 ._(67ト3599)
大型店舗出店指導要綱

TFl=可 河川法 河川管理課(67卜2855)紺中央ビル7.
(河川及び水路の占用許可)-各土木事務所 Ji土樽獅

地下排水槽の設題等笹閥す 保全課 ･糾弾ビル7
る指導方針 (67卜2829)

TEll1′LI_ll可-a 道路法 (道路占用の許可) 各土木事務所 各土樽鋸公道境界査定 一打脇調査親と.(671,-2795)
(道端台帳) 各土木印務所 ‥妃南新

Iヽ-I,}-IE=)三E 公署防止に閥する法律 崩問責.綿貫(67卜2483)関内駅前罪- ビノ5㌧階

環境影&,!評仰げ旨導指針 銅 .#精 査謀(67ト2495)
地盤沈下対策指導要綱 kJBi地盤fa(671｣2494)
斡紙道路,鉄道沿線の 交通環境対策担当 ..
班合住宅爆音対策精魂 I(671-:492)
地域冷峻房推進指針 発境政策課(67ト4103)尾上町ビル6K.

i(何 マンシ'ヨン等集合住宅辿設 施設勘と(鞘摘出) 師抑第-ど

･にかかる指導要綱 ● (G7ト3252) 4′白

文化財保護持琶要綱 文化財課(671-3284.)銅揃第-ど.3帽

偉r~6161 JJ7(舘業法(ホテル.旅館.筒易層所)の営業許可 ∫各保健軒 - 各保健〃
公衆浴場法1(公衆浴場の営業許可)

uJ 受水柑施設等の指導指針

福ー4福祉の都市環墳づ くり! 福祉の孝 ちづ くり京 】庁舎 rrVEl

,lnrJ 浄化槽指導基準∴ ･‖ヒ.設備諜(671-2547)踊 ビル5.E.
'共同住宅等ゴミ箇場事前協議 各事務所~

⊂.一 臨港地区内の分区に歩ける 港.首謀 藍芸貿易
'鷲 建築物の線輔 と閲する条例 I.-i..(67ト7261.)セントビル5FtlT
消 /消防法 L旨導課(_334-66与3)､ 虻ケ槌緬5Ap

そのfT6 急傾斜地の崩壊による災害 '糟 川柑紬 櫛 . 百区師

の防止に閑する法律 (41ト2500)･2-12-2
64上瀬谷通信施設電波障害防 研浜防衛施設局

也域内の建築行為について (651-1631)
Gr:電気事業法(劃班Tの主語紺) 東京電力各工務所 こ

おス事業法.水道法各 各法人営業所 .

GJR東 日本の送電組下の建築につい JR如掘 .韓見て戸射鶴層!
/新幹線に近接 したET機械の JR蜂東京勉茄誌指摘 ,:
使用方法 (03-442-6203):

6 ■国道壌界(査定.占用許可,) 研浜国道エ串事務所!(311-29811)細枢三ツ踊513-26宅地建物取引業法 槻順叢禍葦毛競煎 .■(,201-1111)-防露8,片
風俗営業法 所轄等察著

1大規模建築物の風車施設 県等本部交通規制課 妄

1.､J一二近 ヒご ノレ 嵩∈ l句 Ⅰ茎l ★ tl'.人に)を示す

/ヒ[～⊂⊃疫酬甲ビル★ろば丁会練令 地~閑内交番-臥釈YSビルi

踊酬★ビル

Jt園内釈刺
大正 り公園 .l'野'l'-言古を'[笠]下市庁★ )★(松木ビル羽鉱松木ビル
鋸文化セント

1

区 名 建 築 課 l 消 防 署 l保 健 所 土木事務所 着事宗享蔀 1 ]闇 詰責

都 .読 948-22921 945-0119 948-2358 932-6200 941-7914 948-1099

-｢て早九州.～ I｢｢ .

都 筑 (i.､‥ J‖
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高速鉄道3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書

1-5 DHC熱源の受入

港北ニュータウン .タウンセンターは 21世紀の副都心に相応 しい都市施設 として､大気汚染防止や省エ

ネルギーに有効 とされる地域冷暖房施設 (以下 DHCと記す)を整備する地区である｡

センター第 1地区内では､当駅に隣接する (仮称)ブラザビルの地下 4階に ｢センター北地区地域冷暖

房施設｣が建設中で､第 1地区内での DHC供給の中心施設となる0

当駅は現在 DHCの供給を受けていないが､DHC将来予定地域であるため (左図参照)､本計画で DHC

を導入する検討を行った｡

具体的には､当駅 1階の既存倉庫 B-1､B-2の一部をDHC熱源受入室 (約 220m2) とし､予め (仮称)

プラザビル内に設けられた ｢DHC駅舎熱供給ルー ト｣から冷温水の供給を受けられる計画とした｡

1-6 設備､階段等縦シャフ ト形成可能位置

鉄道施設の上部に商業系床を増床する際､法的条件に基づ く避緋階段等と､サービス面で地上から店舗階

等まで貫く各設備の縦シャフ トが必要となる｡

それを作る前提条件としてつぎのことが挙げられる｡

1) 高速鉄道の円滑な運行を妨げない

･原則として鉄道施設と商業系施設は利用方法､各動線等を明確に分排する

･ラッチ内コンコースに鉄道利用者以外のものを侵入させない

2) 1階､3li削こ配された自由通路の幅員を減少させる位置に縦シャフ トを形成 しない｡

こういった前提条件を踏まえた縦シャフ トの形成可能位置を検討 し､計画 した｡(19ページを参照)

また､3号線駅舎建設時に予め設置 した縦シャフ ト貰通用スペースの位置も明示した.
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2-1 基本計画のコンセプト

本計画は､高速鉄道の円滑な運行を妨げないことを最重要事項とした上で､増床階において機能的且つ

有効な店舗フロアの確保を図ることを目的としてきた｡そこで基本計画は､諸前提等を踏まえ､次の 4

点をキーコンセプトとして成立させた｡

1) 縦シャフト形成に関する位置とその前提条件に準拠して階段､EV､配管等を計画する｡

2) 店舗利用客の回遊動線に留意し､増床店舗階では中央に売場､外壁周辺にバックヤー ド施設を

とる店舗レイアウトとする｡

3) 売場面積をより多く確保するため､断面計画としては､避難階段を Ⅹ型階段にして増床階の階

高を4.5m以上とり､増床数は2層とする｡

4) 駐車場形式は自走式駐車を採用する｡

2-i-1 店舗 レイアウ ト

4階以上の店舗階では､次の点に配慮して店舗レイアウトを行った｡

1) 建物中心部を囲むように売場を確保し､利用客の回遊動線を形成する大規模商業施設としては

オーソドックスな店舗平面計画とする｡

これは避難経路､縦シャフト形成位置からも得られる結果である｡自由通路､軌道が存在す

るため､建物中心付近の縦シャフト形成は不可能であり､荷捌き所､空調設備室､便所等後

方施設の機能的､経済的な配置を考えれば､これらは縦シャフト付近に配置することとなる｡

2) 利用客の搬送能力向上のため､3階から店舗階に至るエスカレーターを建物中心付近に配する｡

一度に多くの利用客が訪れる店舗施設内に､待ち時間不要の昇降施設であるエスカレーター

の設置は不可欠であり､利用客の回遊動線を考慮しても建物中心付近に配置することは有効

である｡

これは改札口､既設階段とエスカレーターの位置からも得られる条件であり､ラッチ内と (仮

称)ブラザビルの双方から店舗への動線にとっても適切な位置であると考えられる｡

3) 飲食店舗を形成する際は､建物の北側に配置する｡

これは､飲食店舗が入居する時の管理の利便性を図ったものである｡これによれば､店舗リ

ースの条件で鉄道走行時間と店舗営業時間に差異が生じても､ラッチ内コンコースを通過す

る昇降施設を利用せずにラッチ外部分と飲食店舗を往来できる｡

また､飲食店舗は､物販店舗よりも所要設備の種類､量が増えることも考慮する必要がある｡

1､3階については駅舎施設､駐車場､縦シャフト等バックヤードスペースの位置を踏まえた上､で

きるだけ多くの売場面積を確保するよう努めた｡

高速鉄道 3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書 第 2章 計画の基本的な考え方 21



増床数別 所要避難施設

1層増床 (4階建) 2層増床 (5階建) 3層増床 (6階建)

避難階段 各階の売場及び屋上に通ずる2以上の直通階段 (避難 or特

別避難階段)が必要 (建襲基準法施行令 第 122

条 第2項)

避難階段幅の総和 39m

(法 .令 124条 1項) (店舗階最大床面積を6,500mZと仮定○ 6,500×0,6/100)

非常用の進入口(汰 .令 126条の6) 3階以上の階に必要

特別避難階段(法 .令 122条 3項) 不要 1以上必要 1以上必要

避難階段幅 1_5倍読 可 可 不可

(法 .令 124条 2項) (2階通過要) (2､3階通過要)

屋上広場(法 .令 126条 不要 要 (建築面積の 要 (建築面積の

I}一.LIJ;Ill uJ叫T>̂-A Il ! コAIEYiT1

lI l- -副

一一一rlIl_二~｢∪■芸i-I-ヽ'r'-.Ill--.

1L97†十i.寸言F'蒜)

･讃

fI汁1ゴt

I+ l

1階平面図 馬主車場形式スケッチ

高速鉄道 3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書

2-i-2 断面計画

1) 現況

当敷地には 31m の高さ制限があることから､高さの面だけ考えると 3層までの増床が可能で

ある｡既存駅舎躯体は業務系フロアとしての 3層増床対応になっており､商業系フロアとし

ての構築には床荷重等詳細の検討が必要となる｡

2) 階高

1-3階の階高に関しては､現在の 4号線計画で､ラッチ内､プラットホームでの円滑な移動

に配慮し､既存駅舎と同じレベルで構築すると決められている｡

4階以上の増設部分については､極力店舗面積を削減しないように､所要避難階段の一部に Ⅹ

型階段を導入する｡その構築には 4.5m以上の階高をとる必要がある｡

3) 積層階数

積層増床数によって法規上要求される所要避難施設は異なる (左表参照)｡

この中でも､建築基準法施行令第 124条第 2項にある避難階段幅 1.5倍読みの可否が店舗面

積の増減､平面計画の自由度に大きく左右する｡これは避難階段の占有面積が圧倒的に多い 3

層増床案と､2層以下の増床案を比較すれば明らかである｡

このことから､基本計画では店舗面積をできるだけ多く獲得し､平面計画の自由度を優先し

て､2層増床にて計画した｡

2-1-3 敷地内駐車場計画

1) 全体駐車方式

全体駐車方式としては次の2点が考えられた｡■機械式駐車設備を敷地内に設け､全所要駐車台数を敷地内で確保する■1階の一部を自走式駐車場とし､所要駐車台数の不足分は隔地駐車場にて確保する

基本計画では､4号線駅舎建設時期､構造､コス ト等でリスクの少ない自走式駐車を採用した｡

2) 1階駐車場

本計画で当駅舎 1階の駐車スペースと (仮称)ブラザビル地下 1階の駐車場とを接続し､サービ

ス車､及び店舗利用客にとって有効な車庫スペース､車路を計画している｡

サービス車からの物品搬入､揚重のためのサービスヤー ドは､縦シャフト形成位置を考慮して､

入荷用 EVの周囲の駅舎北側に設置する｡
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雇外歯軸暗線

2-2 避難軽蕗の計画

商業系ビルは建築基準法等で多くの法的規制を受け､避難経路計画は､平面計画上でも重要課題である｡

ここでは､4階以上の店舗階に必要となる縦シャフト貫通可能位置､店舗用途に供する最大床面積によ

D稽段 る避難階段幅の総和 (約 39m必要)等を踏まえた避難経路について､基本となる考え方を整準する｡
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3階平面図 避難経路スケッチ

1階平面図 避難経路スケッチ

高速鉄道 3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書

1) 既存駅舎と同様､避難階は 1階と3階に､主要出入口は 1階南側と3階北側にとる｡

2) 本計画では避難階まで直通する特別避難階段が 1箇所必要となる｡基本計画では､唯- 1階か

ら最上階まで直通する既存 A階段を特別避難階段とし､1階へ避難する｡但し､既存階段幅拡

張の改修を要すること (有効幅員 1.4m必要)､3階ラッチ内通過に係わる配慮を要する｡

3) 縦シャフト形成可能位置に制限があるため､東､南側隣地を考慮の上､東側道路境界線と Ⅰ通

り外壁面間に屋外避難階段を設けて 1階地上へ避難｡但し当該階段は折れ曲がりが不可能なた

め､東側道路の勾配と高さ関係を考えると屋外避難階段は 3階床からの設置となる (左上図参

照)｡

4) 避難距離 40m の確保､又は 3階東側隣地境界周辺に避難デッキを設置の上､3階北側に避難｡

5) 少ない面積で避難階段有効幅員を確保するため､所要避難階段の一部にⅩ型階段を導入する｡

屋外避難階段 立面スケッチ
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諸条件の整理､基本的な考え方の内容を踏まえて出来た基本計画 2案を図面により提案する.当案の細部計i-.

画については次章で触れる

3-1 基本計画の社章

乙 基本計画としてA､Bの2案を用意した○その内容については下表による.

(地下 1階から地上 2階まではA､B案共通である).

{" { A案 概算面積表 (単位 :m') 基本計画案設計内容比較表

1.売場面積 (通路含む) 2.バックヤ-ド等の面積 3.店舗面積 (一十2) A案 - B案 詳細

屋上階 600 600 掲載頁

… 董 十≒ +妻≡ 幸三 ≡≡芸 ≡ ∵.二 三 喜 ≒ _ 二 三 三 王 手喜 二 三

i-く iblT詣 1,020 1;2,6.0 2,228700 駐車場型式 自走式駐車 27,54

合 計 11,650 7,210 18,860 店舗階売場部の 避難経路の確保､シャッター設置数を考え 吹抜通過ブリッジが避難経路となり､竪穴 26-38

避難施設 ると､B案よりも避難施設の形成は容易 区画を形成するシャッターの設置が必要.

. 荒芸悪霊階畠幅 ,3,m(2=7if.8,0.×0.6/100,l蒜 表幅 . 6"401.6m -(笠琵誓 , 18,860. (吹き抜け構;8g芸売場面積減) 至芸
計画の自由度 縦シャフト形成位置に関してのみ計画の拘 吹き抜けを構築する分､店舗レイアウトは 26-38

.;蕊 ;漂 芸.誓 ,f<芸 . 95台 . 港北N志 基づく台数 .114台 建設エ- 束を受けるoBB憲ii芸慧 欝 大○ 重苦喜蓋薫撃 蓋:.建設工事費はA案 -

構造的バランス B案よりも悪い (既存駅舎躯体は E～F A案よりも良い 40-41

通りを塞がない前提で構築しているため) (但し､ブリッジ構築の際注意を要する)

+ fl芸 讐 慧 FA'芸 %mi!, 2.バック憲 等の- 3.店舗面;A.o(..2, 認 諾 雷 ≡琵冨買違憲 語 還 iq軍5冒さ BiSSz:聖<憲 =,W%Fi藍=Bg蓋,PffGmo菜憲 芝 26-38

5 階 4,590 1,530 6,120

4 階 4,940 1,530 6,470

3 階 690 1,520 2,210

2 階 580 580

1 階 1,020~ 1,260 2,280

～ 誓 諾 11,240 ,?2790. 18,25730. 3-2 基本計画案

l延床面積 l 26,830 l建築面積 l 6,740 1 30-43ページに基本計画案の平面図 .断面図を添付する○平面図は左表の面積算定根拠図を兼ねるもの

l 所要避難階段幅 I39m(-6,470×0.6/100)l計画避難階段幅 l 41.6m I とする○地下 l階から地上 2階まではA､B案共通であるので､B案の図面は地上 3階から掲載する.

T B案 附置義務駐車台数 また､4-4-3 に横浜市駐車場条例による附置義務駐車台数の算定表を添付した○

横浜市駐車場条例に基づく台数 I 93台 l港北NTの協定に基づく台数 l112台 l高速鉄道 3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書 .第 3牽 .基本計画案 (平面図､断面図) 25



@ 率 や q)
l ll lI lI J

絹

い
頂憎惜

｣
1

..-
～

.
7

Fgl.藩

.

≡

〓

｣
一
上
"ド

lI3 1:2 1_1 10 9 畠
｣一一｣且皿叫 n〔｣一.｣.__l l l l 】 lJ I I I I II l I A l I
-T-________.-___琴弛筆墨轡__小___I_.-_-______.________T__I I I I J
I I l

il
店舗用受水槽

(H=4･OPo程度)
l｣

-----一一一-p-一一一一一

l Il l_二二二二J二 ･二･二二.:L~二.ニ
ー~-｢日~~-｢;r-.･.･.･.-一･--Jl｣-.･.･.･一･････.･.･.･.･.･･-1IJ
l-~lF｢--1!｢--- ｣l｣--- 1l｣
~~~ 1;｢~~~=｢---一lー---ll｣
~~~｢r｢~~~l!｢

｣jL___｣lL___｣LL___⊥--_-_-.__.･.･.･.._⊥_-_-_-_-_l-_-
｢!｢~~-l!r~~~｢!r-

111■- 1

ll E＼/トタ､りL IEIF
11■■■■■■■■■■-1

ll二_二二_二二l二二.
I-1日-･--.･･.-IL-
-~一日｢--1l｣

甲 や q)｣__｣一一…l l ll l ∫1 1 1
l道路境界線 J l
l l I
J A I｣二.=_二一･二_~壬_二二_=_=_=t

｢日~
tIl｢~~~l
- 1J｣--- 1l｣

-~｢;｢~~~=｢-~-=｢~･--■lー---Il｣---1l｣-
'~｢!｢ー~~‥｢~-1!｢~

~｢;l~~

--Il｣-

~｢!｢~I- 1JL--
ー~=｢一一-1l｣-

~｢!｢~

-I----l----l----r----･l----l-
1;｢~~~=｢~~-1;｢~~~日｢-~一日｢~~~=｢_JI_-_-_-_L_-_-_-_-I_-_-_-_-_l-_-_-_-_1_-_-_-_-L-

l I

I

-1ニーーー_仁 ⊥

11】

l

-------1一一〇･-
1
ヨ百三 ‡TL=-≡-:-I_iTITLIT-:I-]71 1
=匠=二二日F=二二i'Fla
- Ll- 一一-･!｣__ J .■_
-1;｢~~lJ｢~~~吊~l l=-二二亡二二=二二二=斗ナ二二二･二二二二号

~一日｢~-｢:｢~~~Hl
tl;｢~~一日｢I

二~二~可F=-==｢Tl二二二i萱1二二二千拝二二｢TF:ごILirF-I-二二TLF二二二｢1--I-==lI
] iL_- ｣i｣- ⊥!

口LE]T∈≡∃匡⊇ 恒≡ ヨ
U l日 日l~-~-.･.･~-~-~l-~-~-~-一十⊥_llI_____⊥1]~･.■■■~-~-~-~1~■--~-~---

LLJ ir] :
;｢ l;｢.一･･.｢;
!⊂二二∃rW I[嘉二元三｢1I-
llll H

1-ド-3~~

::I I:
H lll

:∈= ∃JE=∃:
享｢== =｢="I._Ll
jl■■■■ijiiiii-;
i-F二二二『[ ;

二
一"

｢｣

｢
一二｣

ii

〓1日=〓- l■----l
~l‥~~~｢;
l

lll lL_-_-_-_-JJrIIT I

トー一一一一一一｣一一一一一一一一

I l

l lゝ

ll

l 】
I i

-一十巨 ~--T-I--

ll

打 ヰ

) 一一五一一一--a-一一---1 1

l l

l l

トー1----中l 】

(仮称)ブラザビル B2階!
l I l

---一一一舟一一-一一118----一一一四一一1--1-1 1 ll 】 l

一一1--トー---4-I I
-I-I--一七一一一一一一一七ー

I I
l Il I

車
-ll1-

ll ]
-一一---ヰー1----41---I--中一11---ll J A

＼-､＼/;,,/
/､1＼

ト iZI
＼

/

ノ
＼
>
ハ

＼
＼

/

/

＼ I
~＼＼ lI//

●

-3.-｢
.-

聾
越.
~.+

l

J

ll

E

lll

]

ll

JJ

lll

__ ｣

[コ鈍売場部分⊂コ売榔分
し=

増
築
部
分
一既
設
部
分

バックヤード縦シャフト部分

[コ慧慧意志志分
※店舗間通路は

原則として
25m以上とする｡

A.B案Bl階平面図 1:400

高速鉄道3号線センター北駅上部利用計画基本計画書
~=｢二二二 二 l ll Il l

(平面図､断面図) 26



･1:4 や Il:2 中

≡｢

正

∵㌣

千
一
tl
漫節分面設部分

∧｢i
V

@ @ q ) @ @ 車道 や 率 q) q)

A I E AI
; ; lL ■..L ; ; ; 道路境界線 ; ; 歩道 ; SLOPFr一一一一一一一一一Tl-__I_一一_｢___陸地重畳轡__｣______｢_____I__._-I__ -_ _T __ __ ___-｢_ ___ー_ー_r_-__-___｢__I__-__T______i;=1_QT_

l-･一十一ll■lllll一一+-

十UT
〓LTの-二二

I
1

~表裏
静~Ii

!8.E : ! ! ! ! ! !

I E I
l I I

｡=コ !｡コ ｡コ ｡コ !=コ ｡==コ ｡=甲
I l 7
l t l
l l l

ti'628ft+jT;TwT材
-j主車施設出入ロ

ー~設置禁止箇甲

l 痛 専

｣二 二二 l i駐車場(計65台)i

lli■l
--I--I-a----1

日U' .E

!l 如 チ外コ

鯨 一一一一十 一一一
l 【

軒 ~~--1Q -Il一
l

日-l ; 匝｣ -サ五･gi

n!!ン一一

SH

l l

H I SH I
_____.._-___一一･･.-,_ J

-一一一--一由一一一一一一-1由-
l ps

準轟きづ竺至;笹兼良専用I -･I頑ullTI
一一一-一一一身--一二二-:
-
e

トー一一一日
ヰ
一一1---- 物販店舗I l

室外壷置場

且 設時
自由通路
規定幅員

.~喝喝喝者惑.1.↓.

帽

順

指

順
憎

皿S

~-----~~l----~---A-J-～

□ □ ⊂I □ □ [コ

高速鉄道 3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書

l｣ll
(仮称)プラ
lI

l'Il

:-Ji_I__
ll
_
L
=
I
_
亘
:={=-I

:IlIJ:IllI I l I IIL-⊥⊥一･･･JlL.･･-し-J一･･･｣lL⊥ ⊥ 一一IlL⊥--i.･一･･JlL
I I I L lI l , l l
1 1 1 1 l

1-I-1.･.･･｣l-I【

l一･･.JlLFl[
｢｢ ｢ ｢ 廿 T ｢ ｢=~T ｢ ｢H-l
l I l lh l l lll A J lll l

[コ 【コ ロ ロ ロ ロ ロ

凡例

_LII -

⊂コ

l
l
l
l
]
l
l
l
【
l
l
l

_I｣

純禿11部分

バックヤード
範シャフト春分

建窯基準法
適用範囲部分

※店SA間通路は
原則として
2_5m以上とする.

第3章 基本計画案(平面図､断 面 図 ) 27



@ q) @ @@

J. [l隣地境界線心_】 】

一

二

一

一

l

一l

一

l

増
普
部
分
面
設
部
分

1.

!

∧
｢
-
i

Y

一

一

干

･
･
憩
番

数

⊥

l l道路境界線I El

~~.~ ~一~~一~~U=‥モ∫=て早~~~ー-一一~tF--------r~I-~一~JL7----一一一で ー~~ー~~IF一~一~~一斗~---I-｢一~ー~孟遠盲訂 ---一一一-tjj-~一~~一~刊一一一一一一一】 l 一一一~一至中山一一一一→
-l'--~~-J~~~.~~-ー-~~~一.~~一一~一-~一.~〇一-LT--)i,-i-畠~岩｢HL一~~~ー~一.一一~-----.~~~一一--I.I- -1T l l

__ F人毒見用fV.通過- ｣川lⅧLl-l兼岩乳L)と;三笠､置-dnll l l l Ilt===±=山p_-_-専 -_-I】】 -;剥 義 元膜劃 トンネノふ機械室;害L=-三FE通信機器室 1子羊竺軍 事 ---U｣坦'!H嘩 ------*------1 ､一~1 gp-一一一一一一一サー-一一一---一一--一一--l I
"階段通過｣1 L -1喜--一一｣-:二｣董_l】 l l ll l l 】

. ll階段通過｣ L呂J■ ll l l Ll ' . l

l l E ll l l ー軌道中心 . .

lF ー~lーl tL l :店舗用通路: 読: 情艦通卦-1 】 皿 瞳 両 面 ｢:一一--一一--十｢七■1--------------.------- lL二=_二･二=_二･二=_二･二=｣l_--------一一fT. I

脂 lllJ誓嚢 ≡llT研 一 l…｢暦 1:L呈ユ｣ItI;廃水消火ボン;[i云云I 巨室,tag _Up魅了"用uiuAuiuniUL/監 聖盟■『.｣ .一Lと==ここゴE I ll l､l ll ll ll 】l lt li lIー→--､匝亘釘 ; ､IJ敗J-1/I llI埠rjBgij1I EV遺草二一一一一一灯ノ~.了＼//≡Xi/＼.一一∠ ､l

I

亡=_ -_-_ 日■ヨ-:i喜一≡喜≡耳蒜 ===≡≡i
l 十 .r 駅舎用通町 耶 ! ( -一丁ー ! ! EPNP満配 膏S㌦甘 州 l∠エ＼

l l l 甲二 二二一ごここ~〒芋~-~こ~ここ---==~=-甲≡≡≡≡≡ ≡≡甲--一一一一一甲= 甲=~=~=~=~=~=~=~二号F‥=~=~=~=~二1-------甲=~=~=~=~=~=~=~｢l E l l F I F 道 l J=軌道中,J､ 苧一-AVgf受通FT --" -i

垂 <芝草f'み野
q l.

I
.
1
蟹
要

撃
.
~

T
,%
部

.｡

...tD7

.7..3
5
1:i.

†

量 _墜夢 ;･----------一一--

酎 通信機械壷 r

l

一一一一一一一由一

1 室外機置場
店舗用EPS.PS

l l l

l 】 l

--I-E9---一一-一事 I1---I-中一

ラットホーム
】 ∪

= 一一由千三一一一-一遍 一一一1-llEh

一一一年一一一1-I
]

-_-_-_,L_l_-_-_J_-_-_-_-

l l

~車重 -一丁1-T軌蓮白蒜-一一~~ー-1---I-~I~十川 " --~~L--~~~
l l l

L ___i_L二
一一一｢-トー

I

l

]

一一+一一一一一一一一 _______｣__3~~~~
----トー

一日 1--ll--B一一一一一一一

(仮称)ブラザビル 1階

一一--一一日一一一一----Ei-一一一一一一一日一一一一-一一

l 』

l

-~~~~~凡例
□純売場部分
[コ売脚分

バックヤード捉シャフト部分
建築基斗法
ii用範Bil部分

＼＼

高速鉄道 3号線 センター北駅

一一一一一一日

-A,1さ案 2階平面図 1:400
ご､=:====コ======コ:===:コ二二:コ=二二コ:=撃 / 一
上部利用計画 基本計画書 第 3章 基本計画案 (平面図､断面図) 28



I

ク ∩ 5 ∩ 4 6 5 nq .OOOO や 10000 申 10∩00 申 Looo や qn∩∩ @ qnn∩年)q∩∩∩年 q∩nn年)q∩∩0年)9∩∩0@ 900∩9-90∩∩q)qn0∩鷲0 12000
L l防煙堅 E 隣地境界線 ● l l l道路境界線 J F 一一一-一一鳥一一---一一一一一｣

li竃 _ ー __｣ ___D占I FII1】lll p-ll----l-- ‥-◆ ＼F川 lHHHlrHl川lHl !UHlHHHlHHHH睦吐｣.__Ⅷヒ==州日日川=lDN lI lI

flllJllll uAu.IILu上目111.日.u】

≡ブ立岩;避難 書きEE:iZ LZ毒董墓室岳iijJL l工∽ 面l≡≡≡:三≡≡≡:≡≡∃巨.Y,_i-~1】～-一. U旦｣I上 垂堅ー_il II1l萱面責強者11 IJtllllllIlJI

I フ出面薫軌IuFLJJP_ ≡ーて且-jA l WG.~1W喜 ; 讐 讐 tlFIi-P% 二 ⊂選 ≒; I 暮 l1 lI ll J_央コP - lL77t=｢甲 ー--.･.̀
II ｣ I ~｢~司l桐暗段lUF2:遡EI ; ｣抜糸 皇一紙 置FG階■共rj3階通過; ･j{＼ DN 国' DD蓮要 ′/xこ､l

_一一一一一一- 一一-ーr一 重 巨一瞬 雌L二三〉__⊥ w p..ー5ヨ~工 I ー F F l fE l 店舗 l t ∽ 一一--日章-ll lD,E階段共rt3階通過 lI
莞 ∨一 ; 店舗 iし l E F) l lー E l lt l l l Ill l ll l IIl_一【.I.･._I.I.･.･.I.I.∩__狐l 】Il
すI 1 ｣ ESH SH lll I : 階段-2 : SH : :l I I - lE>ホ-ルlEV JlI ll II畠_E望声廼三一J同1同同; Jヽll

一一-dq-壁似磨磨#一缶1Ⅲ 巾y I 早: , 甲 骨 lI;+ + lラッチ内コンl巨スllIE 一･四lI】…′A階】l≡ ;匪=特別避難階由FW-l,400-･(改修要)∫ IlIi重野I
;～IIIl DNll__⊥___II･̂～ 避難36.8m<40m I Iczj l至 芸 DDNq,m mTm -L≒､､iF ;U蓋 墓 喜 IIIIIll

】 l -re-国 一一一一一一圭 一一一一卜l'Jll ll 出札監視スi- sH SH ' ' l l Il ----_ヒ盟 ±≡≡≡ヨー[榔附重き隠≡皿野l蘭 ＼//＼女子便! II+L4皿Jill lJ1ニー l車 EVホ-∴ 一再 Sb,qo 書芸 庸 ;-ス it ;l I ll ll l】 l】 l llllI IIIl】 I lllIII

LIIIi lIIIl-面積拓亨FIIJlJ--T---I ーlー 三寒_--71 li-そこ ㌧ミミ コ . 一山II!店舗 352舗 …｢ 書芸晶 置 . 一一A 逗 些 野 義 山 腰 些 iニく 幸 い IlllIIIIIlI-_-_------｣凡例

IIEV∈Vfv I l＼ごL,イuJ ⊥ヒ誉>l ･Eis一凡-

-: -,13 ;/●--一一一一一一_ _′ ･モミ-一言藍一芸=【I; 【空調 ;侶 魯傭窒 il .303lIII 駅事務室 l l l ーI l=MR ;≡l

I【1【【風 1 l l店舗 順 自由通路 lI301 lI ▼ l l
L 』 l LノllI 上 皿 ー_L_a_ …

智略ー

初 ; - -ミニ ー.- - -J -≡ I

I - = = = -I- 丑 Lq .野 口l＼ ＼ 六 ト 珊 ノ ･転 ] 『 一妻 芦 j芦l ll l -由 一 ! ~JーJT TAl- //三一河 一千 ｢プラザF雫 L 十 一 弓 il l l ll L I Il l l lE r I Il l l I 三 二 二 三 ‥ 皿 ≡ ≡ 十; で富笥空曹 まi AqP以上とする.J /

＼＼ ＼ 汰 b､､ l=一一二一一二一一二1 -一一一一一一田一 一l fl ll ll ll lI ll lI ll ll ll lLl II l ll lt L告 白昌 n ( …l l l≡-Ej-県 ー-_-_ E堅 即E j -甘 草 至芸 : --L---聖 --!⊂m !_E j ヨ I 書l l l l二一F づE二一一一--十7!二一二一二F L≡〒≡≡≡=与1- レ嶺 ----畳 -,- --≡ //1 /苧当 494 -i-I-I,;/7-5,-:,-i,-:I-藻 3-i云 図 1‥400III -一 一 一 _ _ I什ト-一一1-1十一-1-I-ト l71_卜+:-I-+｣-謀雫∃覇F≡〒≡≡-ij

高速鉄道 3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書 第 3章 基本計画案 (平面図､断面図) 29



? 10000 ? 10000 ? 10000 ?

Ei

td
rT
Lu
O
寸

申 @ @ Q ) @ 年 @ q ) .q ) q )

L ! ! ! ! I ≡

l l l I I

㍗--一一一T-Ill-----T -I -- -- -- -｢ -- 一撃 担 峯 軍 学一 一｣ 1- I- 17
l l l I

-= 壬IH師 で '

I
.
憩
番

数

｢

＼

40ml以 内 I I I 40m以内 I F 20m以内 E

J i l

進 入 口 I I I

l ｢~-一一･.I
I I I

｢--I---̀一-T-~-~----｢--L-
l l I

｣
1-I------

空 調 虚 倫 塵

l

- 一一 -- 早 一一 一一 1- I-

○×2-8.台00

5- 13･2車

l I

____ー___｣__I_____｣__-

wx=522T乳｡×ま=5.｡｡

II

-- -- ｡1一 ･一一守 一
l l
】 l

.
T

一 一一にト1-----

l

l I

空頭設備き
て■:･.T--~■て▼■TlT

- .-_ ____｣_｢3 ~~

I I
(仮 称 )jlラザ ビル 3時

＼-----.---I-

l ＼ ＼ l

; ＼くイ; ＼

I l

I I

＼

一一一-ll- -l一一一 一1--｣--- ＼一一1 -Ll l ｣__し_

l

高速鉄道 3号 盛 センタ ー 北如 上 部利用 計画 基本 計画 書

I l

一･8------
I/

~~~-~-~~一一~7
11

~
.
I
l
l
-
I
.
-
t
↓
.
I
.
I
.
-
嘩

喝
喝

者麹.-.⊥T.I

一一

一
l

て
丁
I1

11

IIlJ店SAl】面71
[

凡例
[コ⊂コ掬売端部分売蛾部分

≡! L∈]表乙'J,諾分

目 口 禁蓋芸志分
トーーL 一一 ･X店主IFn通路は

原則として
25m以上とする｡

A案 4階平面図 1:400
._′-_-l｣_--_｣_-_-

J I

l I l l 東3章 基衷計画案 (平岳図､曲面図) 30



? 申 申 町 中 @ @ q ) や q ) @ q ) i ) q )∩4F;5∩l 1nnnn 1nnn∩ 1n nn∩ 1∩ ∩∩∩ ll q∩∩∩ l l ll qnn∩ ■●●● ■●●● qnnn 1 q∩∩∩ q∩∩∩ l1350 12_000

㌣一~~~tl 隣 地 境 界 , IIll Ill l ll 40ml以内 ll l l40m以内 】 l20m以内 ll l⊥ 一一一----一一一｢II I l 道路境 一一____t∇ '-～ -- -- -- i L軍 阜 些 ________IIl-_______ l.一 ___一 軍 _享｢~- I--入口 入口

■ A-trT-US--I ｣. ;I空調酸価圭 一完i/_____土盛(..｢--一-.--ErV 1_～==｣ ll l lt , ll Il Il lIl

型 階4 .(× :H+質 lllooOllJ IJ tL ll.達人IIll一一一一--千--ーII p用EV ｣H 階 段 :■l .A? 冒 頭 だ ?o F'? れ W - 2.5- 3m )JooolI I! 隆 llI II･E撃 乳それW-2,I-~rx-TT5--3-m7Il Ill】I↓ltl

■一■ I ｣

II l一 l : * 一l lI I-重 量 p勇 l!EVを.EVJ】E_Vエl

ll l

--一一一~--T~-I?I l1】iilIIII 丘トー一一 一 一 -一 一日.l ll l -一 一一 一一 一一 {才一】IIIl1Il-- - i IIIIIlll SHITl SH l吉 l∫ ち IllJ l一ll ● IlllJIlJ】 llI

gE71 l ll l /∫/∫司I ＼ ＼ヽ ＼ヽ｣ 盟

E一冊 二を 也l ll Il ll l一 一 一一 -- 由 I_二 一_ 医 学 至ぎDNDN至 室 垂 ULP二 言 l｢l 山 1 II】l-一 一- -- -一連--一一 葦

P?F又ー†寸J}'J7Ef天即白t W=1.400ヽ ;E

f l l lI I I L SH LJl- I ー 一lT;I ＼ヽI ll ll赴附室だ肝 匝 Il+

Illl p去ドI ′ - C 階 ■l E揮 選 管 f5An.○ × i= 5...0- R階 :×型 段= 2,500 X = 5.000 日 ＼ I 心 地 感知 40仰 ! ! L′llI筆 !If IL_ユ_1ー▲一..lー_IL.=-.==-============コ IlIIll (× l.b=l】/.bm ) l /罪.ー′r/ ll

l__-_-⊥ (× 1.5=土7.5m ) l l⊥__._..･.･._.__.__･.･..l ＼l lI＼ 一一一lIl ltI / lI / lLyT/ ≡ I--I-- -- -守 IIll IlAI1 l】lJAIlIl
;進̂B>fE/i･コ;りEyをzrL/i I l 避 駐 韓 40rn Ill1 I)】∫レ1】ーlE〔∨E q 1, --- JTrll I- 幸 EPS ! .

-E-T-ー-丁くl ｢卜 ｢l ＼ J l . 1 ー~ ~~ ~~ ー｢1】】lI IIIl1空調設備室.
7. 調 十 .lL 設 備 量 ll ll l海 Jヾ 『 ~一. ;｢ iN l - -;!完El !､＼ヽ-＼ f l一 ll lー l aItI li恵 ¶;It t】J lー】l

幣 E PS T F と -‡ヒ エ =二二』 l-- -- -- -- ｣- -3 -- -- I- I 【 l l

F±≡=7~ー 一丁一~⊂====L=====▲===こ===..===.=====コ l lL= ElE1tlIIIIl------tdillIq出 ll∫If階 l TIalIII】1IJI ~享一 一一ti十 七 一~ -- ■.//＼｣レxJl 口.!田 ;l l ll l ll ll Cr--; ;l｢~ll r J llq lllllllll I≡ -一 丁+三 一 十 -
0lIlIlt】＼J＼･- --＼各 --＼＼＼;＼＼ ≡ 三臥 !IIl/// ;l□[コ口早 一一 一一 I】】llll II IlIlIllll

l l ll l ll lll(仮称)プラ●ル;4

lllI llll

I＼＼＼ ＼ ll ll′~ l ll l早------- 1I------A----毎 IlIlII 軒 宜 仁 舶 -一遇 塾 ; 口蓋諾 芸志分｣--※店書式間通路はl 原則としてl 2.5m以上とする○lノA案 5階平面図 1:400

ll ＼ // ＼ III, Il ll ll l Ii 1 l ーI l l;＼＼ / ; ll ＼ II . ; l L;/ ; ; ;,

;＼＼i ＼くlI11 ;,臥 ; ;＼ l＼ l l＼＼ ＼＼; Iい ＼ t ; ｣; ■ ;l lll;i f ; llnE≡∃≡≡≡≡∃∃∃l≡≡≡;≡≡≡"-目∃≒至∃∃∃Ll巴至当lE,-===:=ヨ=llI l l l l I I ノr l l E F / El l l l l l/ Il l l l / lE I I J /l lE I E J / l ll l l I / l ll l l 1 / l l
II トー-＼一一一一; l l-I- -- 干 ~~-~-~臣:聖 l-- ー ~ ~/ノ I l



IJ

申 申 申 申i 申 呼 率 q) @ q) @ q) .q) Q)′ヽ⊂:′ヽ■∠さ亡=′ヽ 1′ヽ′ヽ′｢′｢ 1′ヽ′｢′｢′■ヽ I●●●● ●●●● q∩∩∩ltqn∩∩lqnr)∩ q∩∩∩llq∩∩∩ ■●●● ●●●● 9'0m I●●●●I● ●●●

1､ノヽ′､ノー,､一し′､ノ ■､′I､ノヽ′ヽ' ■､′l､′､′､′ lll隣地境界線 lIII IlI 道路境界線lIll l1ll il Ell｢一〇一一一一一一一一一一一7】 ll 】II ｢I7 lIa ｢ ｢】l

IllI㌔iItil+Iチ1I 0----一一一一-_-一一一.-■一-I 好II席*Jき衰残-良.tl 二JlH階段lL -DN-Dl ll一1~ー~~一.lこ==■■■- -LI w-: ~1 ｢l左議表芸+ -lI ｢ ｢｢lI --lll 二需 嘉一-｢ー1II IllllIIIlII】)】lふII1J】】璽埜llll+llIIIl1IllIFlllIl-_- _- -- ---｣｢~一- 凡例lllIJJJl… 口蓋詰芸孟分; ※JE,f悪習欝は｣-- 2.5m以上とする.lllノ

立Ltがリスペr-ネ I1 II ll I 五月がりネペ1ス J一
jt ｢く｢SS. lI l l l ■ ;

lQN N ー√( lII lII -ll Ill LJI IlI瞳v i 設置古能撞置 II ll lII

l 由一 ` llllt:ヒE l I (

I ー~●==琶∇ IE ltrItヒ lI1-I/ II il II ll II lIIlr II
lll III llrEl刊 ､Ir-EjrL4.4(×1幣三三2=13.80m) I Ill l1】 IIl iiiii EI

Il i I I I l l I !一∈V糠械室 fI
l l I l 匝 1 - l∴ -

**甥?lIIIIll

llI I1】 II 蒼海〃■=一 I1l I】I Ill llI

III lll ⇒r哩# 屋上避難広郵l l IA階 :特 lト撃 甲 . 一ll Il1

II lI 車1 IIl il V( -l.I修 -) ＼ lIJ iI

lII l1 - l】 - - + - J】 IIfL;F一遍 1--≡喜而'I-..1＼/pSl′＼ IEI

lllll_--⊥ I l l l 苫憲法 ill
I1i Il( 1ll
I L ____ I l I

lIlIl ∫ r=~｢ヽrヽ■丁J､さll__A I l l I I I亡二二 コ ;I IF {i : Pl ! IJ/-LFll llI lIl III Ill II1 】li 覇 ?..立 上 lイl

~｢ l ノ＼′-/＼

IlIII ｣⊥_ l立整=-J苛ll 日C'呂■llI IIl 立l■●がりJfRqC■ペスL=_｣｣ IlI lll~｢ - I I - J Il -ll -
lll ⊥. ｣ -｣= 二 ｣ l 'L｣夏一一一一一- l l llT-------l.------T-.+-.--.----r- l l--一一一一T-,-一一一-.-i-1--ト--｢一一七一ト ー1--- I I

I IlI1tlllllIII-----I- l十一~一一一㌣; ⊆l ■■ I It】IllIlIlIlllllIltll】】

oll ll lll】lト.-_TLT_-.-.ト:七一一一一1-- -----■-ir.=~ー=~~~二.二･二.二･二1!I : . .l lIlItl 一一一,:--1dI -.----tJj-I'＼､レxJSa!~t ~ー【コ ll llU: ‡ ~ ｢了｣_｢- -【｢-】】】IEI

/AI:JJIl∴ I(仮称) フザヒル 5階 llllI-------i-----t l ll J lL ｣ I1～I ll ll l

≡ I /I /L///l

＼＼＼＼l ＼ l l l l･--亮 一-ト ---辛 ---- I--i-ゴー-各--＼＼ ＼＼; // ;ド＼＼＼ 喜＼:yt' …; ＼く ＼＼ ;; 上 ＼＼;; ;＼＼ 一J l ; ･.-､ J l ll l

Il Il l●I‡ l:Iト丁-｣十一-丁｣N lI /

l l】 l_⊥q/ノ liIIl l l

i1■此 - 9N 書HtlI
閣 ｣ : _上l! よ1Jl ■lI扇 _-一丁:‥

I, ll l I . l A案 屋上階平面図 1:400 l

｢-------｢--＼一一一十-- --淀----一一一一一 ______E _J_____i___I / I

l l l I II l l l l II lI II l ll l ll ll l I llI t L l



～ DTQl道路境界線 l DfQ隣地境界線

Il lll L lI

ll lII E ll

ll Ill I妻起 上広Jt,t……帖 主 /IIIlllIIlI; 声 慧 欝 隣地境界,f IE=== IJ IJ Il ll ll ll-｢- l L I l l l l l I日 量 童 … 控 難広場 建築轡 1/巨 ≡ JL …

I

i- I/∫Ill∫

ペデストリアンデツ駅前広場 7,kkiT::TTpP++3333r.5404oO l:一 一 I 日 ` ▲ ▲lHr▲l▲lH

IIll 1llI IIIl
lE L l lllllll l ll

II t｣__… __ ー_ __ Il

1lll II III I lll ll I lI --T--llI一一十一一llI___し__ て7TP+ク.lnnm

ll l ▲ ▲ ▲lll▲ ▲ ▲ ⊥ lt

店 舗 !
lll A__ __ _ー __ __ __ = lI

lll lIF- -;ilU ~ - Lr一 一 lt∫~i~~~iLr. IIl ullI U uJlL~~~ U ~~∪~ ■

1 ⊥ 1■l ▲ l ⊥ ▲ ▲ ⊥ 十llll
1I∫ 店 舗 !∫

l A I7

- I llll l l l l～#帝"-IIIt】l1IIl-..トー..･.一一

IIIIxp 自司 lI/TP'2x36.lIl ヰ蒔通路 ラッチ外コンコース lll J1I IlI 店 舗 lH

: i 水i:TP:育 , I 1 旺 ▲ ▲luIJ▲l'⊥l】I】llIIll_Jl I汁Il I llIllIl】 】11 I IIt ~~~l

l9 ll ｢｢3線プラ.､､千｢｢｣ I:(14l言 ｣ プラット*FL1:EL-二茄
III レ 空 尤;T,Pk28r秤

｢一一一一.-1｢｢｢｢l l 一 ｢｢

草ヽ､ l l･ 抑去場地下駐 ,(既存施言-a .I IJ店舗Ill 】 L J 駐車場引 …l l LS淋 ポ洪 W GL

ll-I 一 一 -帯 = - 帯二一;-I_-毒I T】1□Ej__Q_Ej J L ∴ニ 享□ [コ ⊂ ]上 ｣ l lI ll l △1FL 呂O-⑬ 通り間店舗用受水槽室を示す_578 l A案 断面図 1‥400 1__ _ _ _ _ _ _El2+Qnm_

l 駐車頑ll

W iiiiTiiiiZiTiiiiiiillJ一1I~~~m ~~~IIIL__●ll…5.5.Oi 6.3.0 l l l…3.85.i 1._0.. i3_850 -- - _｣.5_960:F]-giOT ]i④ ①
JIIlll

l ll ll l ●~-HI一I.__ulIl･一一HIllHllHlI
___∈∃E≡ヲ 〒∃∈∃Ej:625.500

-i- ⑧ ⑥ ① ⑥ ㊦

ll l ll ー l一 i lt l ll I I1 l l

高速鉄道 3ロ線 センター北駅 上部利用計画 基 計画書 ー 第 3章 基本計画案 (平面図､断面図) 33
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〝>l/

+室=J+iL!+ i.- 設計積載荷重リスト 本革では､基本計画の細部計画について触れるo

l スラブ l 大梁 .柱 (地虐力計算時の場合 l

芸務芸 (芸 等 芸,' ll 333.okkgg//m聖 上 2148.Okkgg//謡 IL 1≡誌 …憲 l 4-1 既設3号線駅舎躯体から見た増床部床荷重等の検肘賢.

1..冒.誓 :34&1x:霊.Y棚 榔 k, ;莞 霊 ヲ-HT霊 :m7CO 本節では､業務系ピルとしての積層増床を目論んで設計された既設 3号線駅舎躯体に対し､商業系ピル

62潤 一400x1'00 4-桝 今てい140 を増床する時の各躯体への影響､留意事項について述べる〇本節の記載内容は既設 3号線駅舎の設計者 :トーニチコンサルタン卜が作成した資料に基づくもので､構造計算を行っていない概略検討である○前提として設計積載荷重のデータを左表に記す○

二苧障慧紅唇害悪蘇手 相 4誌 諾*,墓と-1,.レ雷警 三LSESRT aJp,50m悪霊であり､基本計画では ｢補強無し案 2｣を採用した○この案を採用した理由として､所要避難施設を考慮した積層階数の設定の他に次のものが挙げられる○1) ｢補強案｣は､平面計画の自由度を損ねる可能性が高く､施工上の難点も多い03肝 伏 図 2) ｢補強無し案 1｣の対策では活荷重の相違に対する効果が低いと考えられた○
1.tl{細 さX巧恥 gt7G1,Y柏 lZErlG2t-QA. 2.力r7今て100:)rl.(00

GG;;6036CO:lico203 4-柵 77弼 7'仙 '40 4-1-2 資料 ｢2.横断方向柱スパン変更の検討｣の内容

巨豊 ll---'韓5-l=--------JI=--'lE===3--I;---------A.i-J--------I--.'三目撃駁 時に考慮していたスパン数､柱の構築を減らすこととな｡､本計画でも､その駅舎計画に準じているo

I-- -i- T 憐′【 当資料は､既設駅舎建設時の増築計画 (左図参月e)では南北方向に 9ス′loンで計画していたものを 83TT B川柵BBO--8Bp3..aBl"■BGO スパンにした際の構造的検討である○構造的に成立可能な案は ｢G通り3階柱撤去の検討｣､｢柱列を 1列少なくした構造骨組み検討 2｣のT′､こ. 1
-

- ≡---一撃 工 三ユ1-555]-土 庄 ヨー=--_--j--a-Jl-I-&-;&--[-1堅 諾 bIaiowpRfntib/子L孟芸冒､4認 諾 誓 芸 認 諾 三豊 ｢7芸 去 1.;｡,,?漂 言
1降伏田

した構造骨組み検討.2｣はその欠点を克服し得る案であり､基本計画でも採用したo

4'l=7T=TtTl態 葺 毒 草 雲 霞 ∃露 ……軍;三喜皇蓋曇書芸蓋蓋曇重富碧蓋萱書芸喜一冨誓言皇器 器 語 憲 警 慧 大き的ト.:三二空 tI/Nwd.Xl..;_F- 害 4-1-3 資料 ｢3.その他の検討｣の内容ここでは､本計画に大きく係わる､既設駅舎.3階上部の 3-7､8-11通｡間にあるトップライトのノW,o ' 塞ぎと､増築部への影響を述べる○基本計圃案 A 案のようにこの吹き抜けを塞ぐ際は､梁等を補強することになるが､既設躯体に及ぼ

I9.CW E 9ccC10CC〇 一､恥046 す構造バランス上､あまり良いとはいえない (E､Fの柱は梁を架ける想定で設計されていないと考

ddddああ dああああ達jやあ えられる)○ただ､｢吹き抜け部塞ぎ (5階以上)｣に記されているとお｡､基本計画案のように 2層

▲ 既存駅舎設計時の柱梁図 増床にする分には構築し得る可能性は高いと思われる○

Y.il 高速鉄道3音線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書 第 4章 基本計画案成立に係わる各部の検討 40



イ工.三Ll一也毛コiL-1iニr犬 鉄 -Jlj三亡-L- ン タ - =†ヒ.ltjrlGこ [:Liitし て
1.日寿 賀窒ヒ ~ノレイヒの 屯定言ヨー(3号抽建設当l舶J･画 していた帖封汁組みにて､活荷iliの相速 く180lくg/nト 240lくg/m7)による商業ビル変更の検討)

二相テ TJ'金 策 ′ 1 :行け 弓蚕 某 2 -I(T=rT弓蛍 1tlTt:=し 第 1 二相=T-5'蚕 1汀L=し 案 2

概 要 衝 Hifli1(.YJJJ)llによる1.E'))川析偏力を新設捕鮎 活拘itTjtXJJJllにより耐力不足となる住 .黒 仕上げ厚さ､仕上げ材重度の楼風化を図 ∫6階建て ビルを lフDIア減 らして､5階
壁にて､受け持たせる案 のフ■レ-ムを捕弥する案 り､1捌口鞘証を相投させる某 .跳てビルに変更する案

可 能 性 3階コンコースに新設榔強壁を4位1'○ 3階のみの補強でよいが､そのL立EEL △ モルタル厚さを30mーnからlOlnm､天井 ○ 1フロア減 らせば､)馴 H荷重JJ)を十 ◎
所設けるo ･補強の提IiL;等は詳細検討が必要. 材!TT虎を30kg/mZにすれはよい. 分にクリアできるo

問 題 点 抑え封旧か壁が増築されるため､コンコ- 供用下での捕鮎となり､望ましい対策案 構造上は何 ら問題はないo 構造上は何 ら問題はないo
ス階に利用の制限を受けるo とは言えないo 仕上げ材､厚さに削隈を受けるo

2.稚■引光斤フF l句 イヨ三ス ノヾ ン 変 事三の 奄定言寸 (3号抽建恕当時計画 していた構造骨組みより､住列を l列少なくした榊造骨組みの検討)

杜列を l列少なくした榊造骨組み検討 1 ホ ー ム 階 段 部 杜 幅60cmの検 討 G i由 り _3階 注 撤 去 の 検 討 杜列を 1列少な くした構造骨組み検討2

略 図 3階 J 3階 3階 3階
一階

2階 段2階 p 2階 2階 1

1階 1階 一 1階 1階

A Ⅰ〕 C DE FG H Ⅰ ∧ B C l⊃E FG H. I A B C DE FG H I A B C DE FG t-Ⅰ Ⅰ
可 能 性 困難であるo × さわめてヾ困難である. × 可能 (但し､全休骨組帰してii不可) ○ 可能 ○

聞 題 点 困難である○ きわめて､田難であるo 全体骨組/)としてほ不可 】凱犬鉄道部 (G通 りからI通り間)の往及び梁は3号細部より1､2釧析面増

3.そ の イーLとの 木失言;J-(耐叢検討および吹きはり帥進ぎの検討)

耐 震 検 -.討 吹 き 抜 け 冊 塞 ,ぎ ( 4 陪 ) 吹 き 抜 け 部塞 ぎ (5階 以 上 )

概 粟 -TL-輔県南部地3-射こよる-)jHtLl改定にJ刈するり:'日,!乱射;ZT!H及び E通りからF通り問にある/川は.の吹き抜け開口部に珠 rI通りからド通り間にある吹き抜け開口.冊を将来増築
その考究弓 を設けて､基いだ場合の検討 階も含めて､基いだ場合の検討

可 能 性 既存構造物の補強は発生 しないと推定されるo ○ ･l階郡のみの排塞ぎならは､G通りから1泊り問 ○ 5階以上の床塞ぎは避けた方がよいと推定される. △
の桂及び栗駒面憎及び耐震壁設置で可fJIEと推定 可能性としては1フロア減 らす案が考えられるo

tと日 通 点 環状鉄道部 (G通りからⅠ通 り間)の杜及び架は3号抽 環状鉄道部 (G通りからI通り問)に耐震壁､部材断 環状鉄道部 (G通りからI通 り間)に耐震壁が 1列お
部より1.2釧Ur而増及び耐叢壁が多 く1よると推定帥る o TnitEJなど建物利用面からは不利眉NJ'匙 となるo さに配置される等現実的でない構造となる可能性がある

今後の課題 基準改定に対 し､詳細検討を必要とする占但し､既存描 超概略検討であり､条件決定後､評紬ti検討が必要で 超榔略検討であり､条件決定後､詳細な検討が必要で

▲ 商業ビル3層増床に係わる構造的検討 (作成 :トーニチコンサルタント)

高速鉄道 3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書 第 4章 基本計画案成立に係わる各部の検討 41
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4-2 A階段の商業施設用避難階段化に伴う改修方法

本節では､現況で有効幅員が 1,250mm しかない A階段を､商業施設として法的規準を満たすものに改

修する方法について述べる｡

A 階段は､基本計画案にもあるように 1階から店舗階に直通する唯一の階段であり､縦シャフト形成可

能位置､他の階段との避難距離の関係等を考えると避難階段に改修することが必要である｡

商業施設用避難階段としてA階段に不足している主な内容は次の2点である｡

■ 有効幅員を 1,400mm以上確保 (建築基準法施行令 第 23条)■連続する手摺を両側に設置 (横浜市建築基準条例 第 9条の 6 第 3号)

上記の不足を補う改修方法 (主に階段幅員拡大の方法)としては次の 3点があり､各図は 43､44ペー

ジを参照のこと｡

1) 既存手招幅 :300mm を 100mmに減少｡

2) A階段の内法幅に係わる2階の大梁に付いた 100mmの増し打ちコンクリー トを全てはつる｡

3) 2階の大梁面にA階段の内壁を移動するために､既存壁を撤去し､そこにALC板壁を新設

既存躯体を改修しなければ､43ページの左図のようになるが､これでは有効幅員を 1,350mm しかとれ

ない上､両側手摺を設置するスペースは無い｡上の2)､3)､の改修を施すことにより条件を満たす｡

但し､実施設計の際､次の点について検討､確認が必要となる｡

□ 3)で撤去を目論んでいる壁が耐震壁か否かを確認し､耐震壁の場合､新たな改修方法の検討が必要｡

□ 上述の改修を行った場合､ALC板壁面から中央部手摺端まで 1,475mm 確保できるが､幅員を除い

た 75mmで手摺の構築と階段の取り付けを行うための詳細検討が必要｡

第 4章 基本計画案成立に係わる各部の検討 42
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No.1- 3 EV 機械室平面図 -

T No.l- 3 EV 昇降路平面図

4-3 エレベーター､エスカレーター計画

し ここでは､商業施設計画で重要視される利用客の搬送 :昇降機計画のうち､既設躯体との取り合いで得

られる昇降機の大きさの検討すると共に､交通計算を行う｡

各々のエレベーター内容は次の通りである｡(エレベーターのナンバリングは左図 :エレベーター キー

プランを参照)

4-3-1 エレベーター形状-覧表 (は別図を参照)

■ No.1号機 (ロープ式､単位 :mm)

定員 .積載 かご内法 出入口幅 昇降路 機械室 備 考

荷重 .速度 (AXB) (W) (Ⅹ×Y) (MAXMB)

11人 .750kg105m/mュn 1400×1350 800 1850×2050 No.2､3号機 と併用 (下表参照) 規格型

T No.2､3号機 (ロープ式､単位 :mm)

定員 .積載 かご内法 出入口幅 昇降路 機械室 備 考

荷重 .速度 (AXB) (W) (Ⅹ×Y) (MAXMB)

15人 .不明105m/凪in 1750×1370 900 2250×2050 7075×5500No_1号機と併用 特注型

15人 .1000kg105m/阻in 1600×1500 900 2150×呈3上坦 (3200×4100)0:1台毎の寸法 規格型 .奥行最低 2100必要

SOO.2000l825 1ーS. I SOOOL5-O l ～500115 II
2250' 50 2250 lち

o 力コ外:_.8,0 ～0日0-刀一鉢でl… 0
張- 竿 苧 ｢l 3SI 力 … O lZ0 一̀㌢='750.3001l

t*画 聖 卜二や､U. ミ 卜こ叫

-

-;I+.一一1_｢Ll Jl
G コIl一≒妻等rjFll)ll早りiIIIIIll !N-I1Il LLl ｢ccくつ1-llI-∈;≡≡三壬,___｣-_-_ 7つ一一･.■ ヨ

･--1■ _-.-'l-■J一一ユ 旦

'ipIJ_ ･｢_.. ribこれミ } 必 -q jl_ ･｢_.. ribこれミ } 必 -q jl
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定員 .積載 かご内法 出入口幅 昇降路 機械室 備 考 定員 .積載 かご内法 出入口幅 昇降路 機械室 備 考

荷重 .速度 (AXB) (W) Ot×Y) (MAXMB) 荷重 .速度 (AXB) (W) Ⅸ×Y) (MAXMB)

27人 .1800kg 1950×1950 1,100 2570×2850 5625×8850 特注型 :15人乗 26人 .1750kg 1800×2200 1,700 3000×3000 7575×5375 特注型 .出入口
105m/凪in (3機分) り以上は全て特注 60-90m/min 但しⅠ階段幅減 (2機分) は 2枚扉

× × ＼日 . -喜孝 J.

高速 幸∫ JtL . I.】..卜 .紘.._ ' '1.7 て/r:Ai;L__什 7TI 〉

60-90m/min は 2枚扉
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.+)T 4--3-2 エレベーター､エスカレーター交通計算書1.建物概要

1-1 建物用途 :商業施設

1-2 建物規模 .輸送人数

' 警 5750;.:01 -80 適 階… 軍 票)≡ 賢 妻 ≡●萱 苦 帯, .56㌧20 _920川"5 5 4.5 6,500 3,250 ●228 1820 ●585 390

r' 'tと､-L -1 r:-=..-- I- 4 4.5 6,500 3,250 ●227 1820 ●585 3903 5,5 180 90 ●9 72. 2 5.6-雲 J: 芦 .W- ≡ 1 5.9 ◎ ◎

･胴 '-]'≡≡ l≡凋 .-.-.:二一∃ 漸 - 裏 (鷲 1g…;^蒜 警 還 74書 芸完 ≡比……分担す;-Lr O⊃
蛋 .' 賢 lW W O ることとしますo

篭 .NO.1-3で分担する人数のうち､その80%はエスカレーターを､10%は階段を利用するものとしますo従って残り10%がエレベ-夕-利用者ですo計算上､RFに向か

クーを利用する.こととします.

､t l階-3階コンコース用 .No,9号機 (行程 :ll.55m､-油圧式､2方向出入口､単位 :mm)

1薫 還 g 16bgif;;芸o Hl̂器 o言 271;器 240 34買雲.B.,. 芸注≡ 1-3 僻 出入口幅
45m/mh NO.1-3 1案 P11-CO105 3台 800mm

2案 P13-CO105 3台 900mm

.3案 P15-CO105 3台 900mm

4案 P21-CO105 2台 1200mm

NO.4-6 1案 P27-CO105 3台 1100mm∫ 高速鉄道 3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書 第 4章 基本計画案成立に係わる各部の検討 47



2.計算結果

(計算項目)

･一周時間 -かごが出発階に戻ってきた時点から､出発階で乗客を乗せ上方階をサー

ビスして再び出発階に戻ってくるまでの時間｡

(走行時間+戸開閉時間+乗客出入時間+損失時間(lo光))

･平均運転間隔 ･･･一周時間を同一グループの全台数で割った値､エレベーターのサービス

水準を質的に表わす｡

･5分間輸送人数-交通需要のピーク時における5分間にエレベーター1台で運び得る人数｡

･5分間輸送勧牌･･･交通需要のピーク時における5分間に同一グループの全てのエレベータ

ーで運び得る人数の､エレベーター利用対象者総数に対する割合o

エレベーターのサービス水準を量的に表わす.

2-1 エレベーター NO.1-3号機

エレベーター形式 台数 利用人数 一周時間 鞠達観臨 5鯛絶入放 5鯛船脚脚

Pll-CO105 3台 5~74人 146.3秒 48.8秒 36.1人/台 18.9%

P13-CO105 3台 574人 162,6秒 54,2秒 38,4人/台 20.1%

P15-CO105 3台 .574人 175.7秒 58.6秒 41.0人/台 21.4%

P21-CO105 2台 574人 216.4秒 108.2秒 46.6人/育 ･16.2%

ができます｡

･pll 1,300人

P13 1,382人

P15 1,476人

P21 1,118人

上記いずれの計画も､1時間当たり輸送人数が利用人数を大きく上回っており､標準的な運

転には問題ないと思われます｡

高速鉄道 3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書

2-2 エレベーター NO.4-6号機

エレベーター形式 台数 利用人数 一周時間 平槻甜偏 5欄腿人放 5鯛縦断脚

エレベーターの､1時間当たり輸送人数は

P27 2,156人

上記計画は､1時間当たり輸送人数が利用人数を大きく上回っており､標準的な逆転には問

題ないと思われます｡

2-3 エスカレーター

形式 1200形

速度 30m/分

公称輸送能力 9,000人/時

本計画のいずれのエスカレーターについても､輸送人数が利用人数を大きく上回っており､

標準的な遊転には問題ないと思われます.

以 上

第 4章 基本計画案成立に係わる各部の検討 48
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4-4 色事鳩の詳細検討

本節では､東側道路に設ける駐車場出入口におけるスロープ取付､増築駅舎 2階の梁形状についての詳

細検討と､基本計画案の附置義務駐車台数算定､敷地内で所要駐車台数を満たすことを目的とした機械

式駐車の駐車方式についての検討を行う｡

4-4-1 1階駐車場出入口形状の検討

本計画の自動車アクセスを考えている東側接道道路は､駅舎敷地の南端付近では駅舎 1階レベルとほ

ぼ同じ高さレベルだが､そこから北側へ向けて約 1/18-1/20勾配の登り坂となっており､出入口形

成にあたり下記の法規に対して注意を要する｡1交差点から5m以内での駐車場出入口形成禁止 (横浜市駐車場条例施行規則第 5条第 2項など)

{ 車路の梁下高さ :2.3m以上 (駐車場法施行令第 8条第 3項第 1号)

(但し ;設備経路が梁下を通過する際はその下端からと考えた方がよい)

｢傾斜部の縦断勾配 :17% (約 1:6)以下 (駐車場法施行令第 8条第 3項第 3号)■公道から駐車場へ入る場合の車路勾配 :1:10以内

■相互通行の車路幅員 :5.5m以上 (駐車場法施行令第 8条第 2項第 1号､

横浜市駐車場条例施行規則第 5条の2)

そこで､1階の車路レベルと道路レベルの差が小さい敷地南端付近に出入口をとることを前提とし､

駐車場出入口についてA､B案の2案を提案し､次頁でスケッチによる検討を行った｡

A 案は､駐車台数を少しでも多く確保するため､2-3通り間に出入口を配する案oB 案は､少しで

も道路の高さレベルの低い位置から駐車場へアクセスさせ､建物内での高さ調整の負担を避けるため､

2通りの柱を中心に､入口､出口をそれぞれ 1通り､3通り側へ配置する案である｡

これらを踏まえ､駐車場出入口の形成にあたり､両案ともに言える､増設 4号線駅舎郡躯体構築の際

の留意点を下に挙げる｡

■車路の梁下高さを 2.3m 以上確保するために､出入口部分の Ⅰ通りの梁を逆梁で形成する｡逆梁

が不可能な場合は､梁背を 1,200mm とすると､増設 4号線のプラットホームの高さを 3号線-よ

りA案で 57mm 上げる必要がある｡但し物品搬入車や､ワンボックス車等用には更に階高を上

げる必要が有る｡

■ 建物内車路に勾配 1:10の下り坂を形成し､G､6通りのコンコース入口部で車路レベルを 1階レ

ベルに合わせる際､上述と同じ理由で､当該部分の梁と､車路高さの関係に留意する必要がある｡

基本計画では駐車場台数を優先し､A案を採択した｡

第 4章 基本計画案成立に係わる各部の検討 49
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4-4-2 駐車場 Ds､ トンネル給気Ds (鉄道施設)計画

ここでの参照図は次頁に添付している｡

⊥ 駐車場Ds

駐車場Dsの配置位置について下記の3案を提案した｡

1) 入荷用 EV の側壁に設ける (【A】'部 ;2､3階平面図参照)｡排気は 4階床下部よ

り行う｡3階プチテラスレベルと3FLの高低差が 1.5m程ある点に注意して排気す

る必要が有る｡

2) 初期案 (第 5章､【A】部 ;2階平面図参照)の通り､Ⅰ通りと隣地境界線間に設け

る｡排気は3階プチテラススラブ下から行う｡この際､避難時にDsからの煙が避

難用デッキに入り込むのを避けるため､【A】部 (3階平面図参照)に高さ､排気ガ

ラリの側面から2m以上の防煙壁の設置を要す｡

3) 1階駐車場天井部にダクトを配し､【a】部 (横断面図参照)より排気｡但し避難階段に

前述 2)と同様の防煙壁が必要となる｡

この中で､1)は入荷用 EVが 2方向出口の EVを採用予定であるので､排気口形成が困

難となる可能性がある 3)は 4-4-1で述べたとおり､駐車場階高の形成に無理が生

じやすいので､基本計画案では2)を採択した｡

『 トンネル給気Ds(鉄道施設)

4号線のトンネルの給気位置は東側に設けるとの条件を考慮し､給気 Dsの設置位置について

下記の2案を提案した｡

1) 鉄道施設と店舗施設の明確な分離を考慮し､軌道敷上部 (【C】部 ;横断面図参照)

部より給気｡給気位置は屋外避難階段位置を考慮し､【C'】(横断面図参照)部の範

囲内でとる｡

2) 3階の店舗面積を一部削除する可能性もあるが (【B】部 ;3階平面図参照)､3階

空調設備室を経由して屋外から給気｡Dsの立ち上がり位置は2階の 【B'】(2階平

面図参照)部等が考えられる｡

軌道敷上部のダクト形成は困難であるとの考えから､基本計画案では立ち上がりを 2階 トンネ

ル換気機械室からとり､店舗施設との混触部に留意した上で､2)を採択した｡

高速鉄道 3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書 第 4章 基本計画案成立に係わる各部の検討 51
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■基本計画の2案に対して附置義務駐車台数の算定を行う04 附 置 妻転章毎馬主車 施 設 の 台 数 算 定 表 (1) 4建物用途別の附置義務台数の算出

(駐車場整備地区又は商業地域若しくは近隣商業地域の場合) (1)百貨店その他の店舗,事務所,倉庫及び工場の部分

(①.②.③)÷200lB/m2]-匝 以下絹棚 五人 印 .3/ ?2.65L - .⑬
1建築物の計画内容 (2)その他の特定用途の部分

用途地域 商 業 -把 威 ④÷250[納 2]-頗 以下4桁を- 卜 ⑫

延 特 弼 柵 店墓 ,788:至宝3 - - 2 共脚 摘 鵬餌 組掴 可 ,788:E3600 - 2....① (3)住宅用途以外の非特定用途の部分

定 事 務 所 -2 共脚 - 親 た紋 の叫 - 2- .② ⑥÷300[%/m2〕-匝下側 鮎入 1....⑬
ベ 用 倉庫及び工場 m2 真鯛分解面翻 した雛との合計 m 2- .③ ◎/1ヽ 計

途 その- ,q途 -2 欄 - - た批 の叫 - 2....④ ⑪十⑫+⑬-F Py.5 / ?2.65 卜 .⑭
面 柵 共純毛､長靴ど 1n 2 共用紛駄面細分した紺との飴 ,n2....⑤ (4)共同住署 長鼠 寄宿舎及び下宿の部分

用達巨の- 用途 - 2 共用- 面軌 た故紙 計l - 2....⑥ ⑨×0.3[台/輔 -E 桓 f 台....⑬
- 積 戊2以上にわたる共用裾 m2 ....⑦

合 計 日 7B8:58,600 -2 卜 .⑧ 駐車場部分を除く延べ面積 5中小規模施設の鮒 措置の有無

共同住宅､長屋､寄宿舎及び下宿の住戸又は住室数 一 戸-- ⑨ 建物の延べ面積(毎弼 分を除く)⑧が,6,000m2未満の場合

1,0007m2×(6,000m2-⑧)

2駐車場条例対象の判断 緩和係数-1- 卜.⑬
緋 (①+②+③+④),rR8:雪36g中根用- ㊨) O F'2÷2-fey:笠65g n2.- 可 6,000m2×⑬-1,000m2×⑧ (小鮎以下輔鰍 )

上記の計算結果⑬が1,000m2を超える場合,条例対象o

6住宅用途以外の部分の附置義務台数の算出

3大規模施設の逓減措置の有無 小規模建物の糾 対象の場合 ⑭×⑬- 桓上げ 台上 ⑰

事務所部分の面括②,又は倉庫及び工場の部分の面積③が10,000- 2を超える場合 - 模建物の緩和対象外の場合 ⑱- 臣.末 恒 ヂ-⊂匠 ∃ ....⑰

の事 0-10,000m2の等分 m2x1.0⇒ n2

延務 10,000-50,000m2の勧 m2Xo.7≒ 爪2 7駐車施設規模別台数の算出

ベ所 50,000-100,000m2の鮒 m2Xo.6⇒ m2 普通乗用車 幅2.5m以上 奥行6m以上

面用 100,000m2銅 分 m2×0,5⇒ n2 ⑰×0.3- 28.5-/ ZZ9 匝上げ1 2?/28台[....⑬

積途 合 計 頂2 ゆ 爪2 小型乗用車 幅2.3m以上 奥行5m以上

の倉 0-10,000m2瑚 m2×1.0⇒ 苅2 (⑰-⑩).O-l bb/65- 台l....⑬

延庫 10,000-50,000m2の等分 FL2xo.7⇒ n2

ベ . 50,000-1007000m2の鮒 n2xo.6⇒ 乃2 8附置義務全体台数 ⑬+⑬-l 95-/?5 iil
面工 100,000m2銅 分 m2Xo,5⇒ F.2 /碑 f:

芸芸規模逓減孟 芸 象となった場合は､以降②,を芸に､去芸 ③に読み替えますo n2 PS.勃 t=1-舛 ン街 づt'蛸 足 鰯 教 二 ,7,72y l==,?3Sxx:22,'De 薦 = 譜 の 凝
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4-4-4 機械式駐車施設の設計留意点

機械式駐車場は少ない面積で多くの収容台数の確保ができ､現段階の計画では法的に要求される駐

車場台数のほとんどを敷地内に収容できる利点があるため検討を行った｡

本計画の場合､機械式駐車場を成立させるには下記の前提条件が必要である｡

A) 乗降共待ち時間が多くかかるので､入出庫部には待機スペースが必要｡

B) 最上階に駐車スペースを設置した場合､途中階にカーリフトのスペース (58ページ 2F～5F

平面図)を要する｡また､既存駅舎部には機械式駐車場載荷のための床荷重を設定していない

ため､駐車スペースは増設4号線駅舎上部に限られる｡

C) 地下に駐車スペースを設置した場合､カーリフトのスペースは途中階に出てこない｡しかし､

約 7.4mの掘削が必要であるため､駐車スペースは増設4号線駅舎下部に限られる｡

D) 自走式駐車と比較してイニシャル､ランニングコストとも高価である｡

計画過程で機械式駐車場の設定を試みたが､基本計画案では機械式駐車を採用しなかった｡その大

きな理由として下記の2点が挙げられた｡

1. 最上階に駐車スペースを設置した場合､カーリフトが途中階を通過するため､カーリフトスペ

ース確保のためにプラットホームを南側へ移動して設けねばならない｡また店舗階においても､

店舗面積は減少し､デッドスペースをたくさん生む等店舗計画上難点が多い｡

2. 地下に駐車スペースを設置した場合､カーリフ トによる店舗内での難点もなく､多数の車が

敷地内に駐車でき､平面計画､利便性の上でメリットは多いが､駐車施設だけでなく躯体､掘削

にコストが嵩み､駅舎施設としては多大な先行投資を生む｡

また､計画過程で参考にした機械式駐車設備の資料を次頁以降に添付する｡

4-4-5 自走式駐車施設

基本計画で採用した自走式駐車では駅舎 1階の一部を駐車場とし､65台の駐車施設を確保した｡

不足分は3号線高架下に確保することになる｡
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4-5 設備計画

本節では､本計画に係わる電気設備､機械 (空調衛生)設備計画の概要を述べる｡

4-5-1 電気設備計画概要

A) 受変電設備

東京電力より､普通高圧の供給を受け､1階の店舗電源用 ･主電気室に設け､トランスにて所定

電圧に降圧し､1-3階の電力を供給する｡また屋上階には副電気室を設け､4､5階の増築部電

力を供給する｡本計画建物は 2階が駅舎であり､低圧幹線ルー トの確保等を勘案し､上記計画

とする｡

□ 受変電設備方式 :cB型屋内キュービクル方式

口 電 気 方 式 :高圧 3相 3線式 6.6kv

低圧 3相 3線式 210v 又は400v

低圧単相 3線式 210v/105v

B) 自家発電設備

口 設置日的 :防災設備である｡スプリンクラー､屋内消火栓､泡消火等の非常電源と共に､

保安用電源として 1階に発電気室を設け設置する｡

□ 発 電 機 :電気方式 3相 3線式 6.6kv

D 原 動 機 :ディーゼル､電気始動式､ラジェ一夕式屋内

□ 型 式 :屋内キュービクル型､低騒音型

□ 保安負荷 :冷凍庫､冷蔵庫､保安照明､加圧給水ポンプ等

C) 幹線設備

□ 幹線計画 :屋内キュービクルより駅舎電源エリアを除く､建物内の各動力盤､電灯盤､店

舗用WHM盤等への電源を供給する｡

□ 電気方式 :動力用 3相 3線式 200v又は400v

電灯コンセント用 1相 3線式 200/100v

口 幹線材料 :600vCV､CVTケーブル､600v耐火ケーブル

ケーブルラック､2種金属線び､金属管､FEP管 (屋外)等

D) 動力設備

□ 動力計画 :動力操作盤以降の空調 ･衛生及びその他の設備の電動機への電源を供給する｡

既設駅舎電源との混触を避けるよう留意する｡
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E) 電灯コンセント設備

□ 電灯コンセント計画 :電灯分電盤以降の照明コンセント等への電源を供給する｡

□ 一 般 照 明 :商業ビルのイメージや建築意匠にマッチした視環境の創造を図る｡

□ 誘 導 灯 :各関連法規に基づき設置する｡器具は全て電池内蔵型で計画する｡

□ 非 常 灯 :各関連法規に基づき設置する｡器具は電源別置型と､電池内蔵型で

計画する｡

F) 電話配管設備

□ 電話配管計画 :施設内 MDF と端子盤間の配線ルー トの確保 (ケーブルラック､配管等)

端子盤より電話取出口に至る配管を設ける｡尚光ケーブル導入も可能な施

設計画とする｡

G) 非常放送設備

□ 非常放送計画 :1階防災センターに非常放送アンプを設け､増設部及び一部既設エリアの非

常放送を主目的とし､その他一般呼び出し放送､BGM放送に対応できる計

画とする｡(尚､既存駅事務室にある非常放送アンプエリアとの協調に留意

する｡)

H) テレビ共聴設備

ロ テレビ共聴計画 :既設屋上階共聴アンテナは撤去し､増設部屋上階に VHF､UHF､BSア

ンテナを設置し､混合､増幅器を経由し､必要各諸室の直列ユニットか

らテレビ画面の聴覚が可能なものとする｡尚､csアンテナ取り付けベー

ス及び配管も用意する｡

工) 自火報 ･防排煙設備

□ 設置日的 :消防法､及び建築基準法に準拠し計画する｡既存駅事務室内自火報､防排煙受

信機との協調に留意する｡

□ 機器構成 :新設受信盤-1階防災センターに設置｡(警戒エリア :1階店舗部及び 4､5階増

築部)

各種感知器-総合認定晶

尚､施設全体の防災管理一元化については､中央監視設備を利用し､可能とした計画とする｡

∫) ITV設備

□ 設置日的 :施設内､必要各所に監視カメラを設け､防犯及び管理業務の軽減を図る｡

モニターテレビは 1階防災センター内に設置｡
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冗) 機械警備配管設備

□ 設置日的 :夜間及び休業日の無入時に施設内の防犯､防災の警備を機械警備会社に委託し

た場合の配管を計画する｡

L) 有線放送用配管設備

□ 設置日的 :増築階店舗及び共用部にての有線放送利用を考慮し､配管の確保を図る｡

M) 避雷針設備

増築部最上階に突針等を設け､落雷から建物を保護する事を目的とし､建築基準法に準拠し計

画する｡

4-5-2 機械設備計画概要

A) 空調設備

隣地に建設中の (仮称)ブラザビルの地下 4階に設置される DHCから冷水 ･温水の供給を受

け､建物内の冷暖房を行う｡空調方式は空調機各階分散方式とする｡この方式の特徴は､送風

ダクトの省断面化により天井裏のスペースが少なくて済む点にある｡

各階には外調機が置かれ必要な外気の供給を行い､天井裏には小型空調機を分散配置し､室内

コントロールを行う｡

} 空調方式 :テナント--･(外気処理専用空調機十ファンコイルユニット方式)

■ 管理諸室--･(空冷ヒー トポンプエアコン十全熱交換機)

(清掃人控室 ･事務室 ･ピル監視室等)

B) 換気設備

店舗の換気はA)による方式とする｡

その他の駐車場､便所､電気室等においてはそれぞれの場所の特性に応じた給排気システムを

個別に導入する｡

工 第 1種換気--駐車場､電気室

1 第 3種換気--･便所､機械室､倉庫

C) 排煙設備

排煙方式は機械式とする｡

屋上階には排煙フアンを設置し､ダク トを通じて各階の排煙区画内の煙を強制排気させる計画

とする｡尚､排煙系統 (排煙フアン)は計画建物の面積 ･基準法の規定とする｡
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D) 給水設備

給水方式は加圧給水方式とする｡FRP製パネル組立型受水槽を設置し､加圧給水ポンプユニッ

トにて各テナント及び器具へ供給する｡

E) 給湯設備

給湯室 ･洗面所等に貯湯式電気温水器を設置し各器具へ供給する｡

It 洗面所･--貯洛式電気温水器 (床置型､貯湯量 20-30リットル)

■ 給湯室--･貯湯式電気温水器 (壁掛型､貯場量 20リットル)

F) 衛生器具設備

節水型の衛生器具の取り付けを行う｡

小便器には､感知フラッシュバルブ自動洗浄システムを行う｡

G) 排水設備

排水方式は汚水 ･雑排水の合流方式とし敷地内汚水桝を経由して下水本管へ放流する｡

(通気方式 :伸頂通気 ･ループ通気)

H) 都市ガス設備

飲食店舗その他必要とする箇所に供給する｡

安全には十分配慮し､ガス漏れ感知器､緊急遮断弁等必要な装置を設ける｡

工) 消火設備

屋内消火栓､スプリンクラー､連結送水管等､消防法に準拠し設置する｡駐車場は､利用者が

不特定であることや安全性の問題等により泡消火方式とする｡

J) 自動制御設備

電子式及び電気式により熱源制御 ･空調機器制御などの自動制御設備を行う｡

中央監視設備としては､ビル監視室に設置する中央監視装置により機器の運転制御､及び各種

警報の監理 ･熱量等の計測 ･記録 ･月報 ･日報の作成などを行う0
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4-6 屋上広場

本節では､法規上設置が必要となる屋上広場の形状と避難時以外の利用方法について簡単に述べる｡

4-6-1 屋上広場の形状

法的に要求される屋上広場の形状を次に挙げる｡

1) 屋上広場､2階以上の階にあるパルコニ-等の周囲には安全上必要な高さが 1.1m以上の手摺壁､

柵又は金網を設ける｡ (建築基準法施行令 第 126条 第 1項)

2) 建築物の 5階以上の階を百貨店の売場の用途に供する場合､避難の用に供する事ができる屋上

広場を設ける｡ (建築基準法施行令 第 126粂 第 2項)

3) 建築基準法施行令 第 126条 第 2項の規定により設ける百貨店の虐上広場は､次に定めると

ころによる｡

A) 屋上広場は､5階以上の階で床面積が最大の階の 1/2以上の広さとする｡

B) 避難上障害となる建築物又は工作物を設けないこと｡

C) 特別避難階段に避難上有効に通ずること｡

(横浜市指導による)

本計画では､4階の床面積が最大で､6,470m2であるので､屋上広場面積は 3,235m2(-6,470/2)

以上となる｡屋上部の南側を屋上広場とすれば､EV機械室､A階段､屋外空調機置き場等を考慮す

ると､8通りから北側に5.5-6mの部分から南側を広場とすることになる｡

4-6-2 屋上広場の利用方法

商業系ビルの屋上を避難時以外に有効に利用する方法､その注意事項について次の4点を提案する｡

1) 南北方向に長い建物形状を生かしたテニスコー ト､ゴルフ練習場等

⇒外壁周囲に防球ネット等を構築｡受付等建設の場合､円滑に広場へ避難できる経路を確保

2) ｢屋外スポーツジム｣

⇒南北方向に長い建物形状を生かしたミニトラックの構築等

3) (仮)ブラザビル側､南側に大型映像スクリーンを付けたオープンカフェ､ビアガーデン等

･ケーブルTV､プロジェクター､レーザー光線等による映画や画像を見ながら飲食する空間

⇒厨房の建設､設備配管等に注意が必要｡机､椅子等の非固定物が空間を埋めるため､避難

広場としても有効｡

4) 植栽､ガーデニング､園芸店

⇒屋上緑化建材による床､花壇､彩り豊かな花を揃える場合は温室等の構築が必要｡床荷重

に制限があるため､樹種､床仕上､盛り土等の選択に注意を要する｡
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5-1 基本計画轟に至るまでの検討スケッチとその比較検肘

5-ト 1 既設駅舎の構造を考慮した検討

口 1-2層増床案 計画概要一覧表 (面積算定根拠図を含む)

□ 2層積層増床 ･フラット案

□ 2層積層増床 ･フラット案

口 2層積層増床 ･フラット案

□ 1層積層増床案

C-1案

C-2案 (1階は C-1案と同じ)

D-1案

E案
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横浜市高速鉄道3号線 センター北駅 上部利用計画

計画概要一覧表

■ 計画薫別比較表

項目.案件 C-1案 :2層積層増築 .フラット.地下駐車案 C-2案 :2層積層増築 .フラット.6F駐車案 義認 賂 2層積層増築 .吹き抜け .地下駐車案 E案 :1層積層増築 ,フラット.1F駐車案

地下 1階は駐車場用途のみ 6階に駐車場､屋上広場､EV機械室等配置1階～5階にカーリフト､駐車場 Ds通過 最上階に2層分の吹き抜け有地下 1階～地上 4階まではA案と同じ平面形 2階はA案と同じ平面形oA階段の附室無し

rh. 延床面積 27,107.37m2 27,529.27m2 26,677.37m2 19,298.03m2

十◆ltt 建築面樋 6,715.72m2 同 左 同 左 6,678.22m2

汀売場面積 (通路等を含む):十十 10,700.51m2 10,466.51m2 10,270.51m2 6,078.71m2

汁 店舗用途階の最大床面積 6,495.72m2(4階) 6,409.32m2(4階) 6,495.72m2l(4階) 同 左

避難階段ゐ形状~. A～H階段は避難階段 (計 8箇所)oA階段のみ特別避難階段特別避難階段の附室に機械排煙設備を設置 同 左 同 左 A～H階段は避難階段 (計 8箇所)特別避難階段は無し

計画避難階段幅 41.60m (A階段以外は幅員を 1.5倍読み) 40.10m (A階段以外×1.5OH階段形状変更) 41.60m (A階段以外は幅員を 1.5倍読み) 42.30m (全階段で幅員を 1.5倍読み)

屋上避難広場 建築面積の 1/2(:3,357.86m2)以上の屋上避難広場が必要(基準法施行令第 126条と横浜市の指導より) 同 左 同 左 不 要

-駐車壕形式 ㌻二 地下 1階に水平往復式機械駐車設備を設置 6階に水平往復式機械駐車設備を設置 地下 1階に水平往復式機械駐車設備を設置 1階にて自走式駐車

価条例 .付置義癖鮭垂台数 93台 (≒18,466.98/200) 91台 (≒18,165.28/200) 91台 (≒18,036.98/200) 59台 (≒11,732.20/200)

1 各美の評価

項目_.案件~- C-1案 三2層積層増築 .フラット.地下駐車案 C-2案 :2層積層増築 .フラット.6F駐車案 D案 :2層積層増築 .吹き抜け .地下駐車案 E案 :1層積層増築 .フラット.1F駐車案

建設工事費 先行投資による地下掘削有りo 延べ床面積は大きいが､地下掘削はごく僅かo 先行投資による地下掘削有 りo 自走式駐車o他の2案に比べ

機械駐車有 り○延べ床面積一大 機械駐車有り01-5階を貫くカーリフト有りo 機械駐車有りo吹き抜けの構築有り 2層分の建設費用減○

計画の自由度 屋上避難広場､特別避難階段が有るが､ 屋上避難広場､特別避難階段有 り○ 屋上避難広場､特別避難階段有りo 屋上避難広場､特別避難階段不要○

4､5階の全フロアを店舗として利用可o カーリフト都 馴こよるデッドスペース一大○ 吹き抜け構築による店舗内通路面積一大o 4階の全フロアを店舗として利用可○

-レンタブル比 . 39.47% 38.02% 38.50% 31.50%
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4 附 置 妻箆務 駐 車 施 設 の 台 数 算 定 表 (1)

(駐車場整備地区又は商業地域若しくは近隣商業地域の場合)

1建築物の計画内容

用途地域

延べ面積 特定用逮 百貨店その他0)店舗 22.342.09S m2共用附⑦を面純分した紺との合計 22i342.09㌦ 2.- ①

事 務 所 m 2 共凋分⑦を面純分した鵬との合計 m2--②

倉庫及び工場 m2 共用齢⑦を面鵬分した鵬との合計 m2-_.③

その他の縦用途 m2 共醐分⑦を離按分した致靴の合計 m2-..④

捕用途 共同住宅､長凱ど m 2 共綱分◎を面鵬分した歎靴の合計 m2--⑤その他碩舵用途 m 2 共用鮒⑦を面鵬分した致配の合計 m2--⑥

上記2以上にわたる共職分. m2..-⑦

合 計 22.542.0打 m2-..｣⑧ 駐車場部分を除く延べ面積

2駐車場条例対象の判断

舵用途(①†⑳†◎†④)22.312,09㌔2+珊定用途(㊨+㊨) 0 n2
上記の計算結果⑩が1,000m2を超える場合,条例対象｡

Tl.17J.OWSm2････⑬

3大規模施設の逓減措置の有無

事務所部分の面積②,又は倉庫及び工場の部分の面積③が10,000m2を超える場合

の事延務ベ所~面用積途 0～10,000nL20)帯分 爪2x1.0⊃ n2

10,000～50,0007n2の帯分 仇2×0.7 爪2

50,000～100,000n2の布分 7n2xO.6=: m2

100,000m2超の部分 爪2×0.5コ 初2

合 ,計 m2 @' n2

の倉延庫ベ .面工積場 0～10,000m2の滞分 m2×1.0 n2

L_10,000～50,000m2の醐 7n2×0.7- 刑2

50,000-100,0007n20)削I 爪2×0.6 Ⅶ2

100,0007n2超の部分. 7n2×0.5コ n2

※大規模逓減措置の対象となった場合は､以降②'を②に､③'を③に読み替えます｡

4 建 物 用 途 別 の 附 置 義 務 台 数 の算出
(1 )百 貨 店 そ の 他 の 店 舗 , 事務所,倉庫及び工場の部分

(① + ② + ③ )÷ 2 0 0[台/7n2]
(2)そ の 他 の 特 定 用 途の部分

④ ÷ 2 50[台/m2]

服以下4桁禰五入 1 1 1,チ/0

憎点以下4桁を四捨五入

(3)住宅用途以外の非特定用途の部分

⑥÷300[台/爪2]

◎′Jヽ計

⑪+⑫+⑬-

低ま以下4桁を四捨五入

1//.710
(4)共同住宅,長屋,寄宿舎及び下宿の部分

⑨×0.3[台/肝削-
上げ1 - 4 -･⑬

5 中小規模施設の緩和措置の有無

建物の延べ面横(帖榊分を除く)⑧が,6,0007花2未満の場合

1,000m2×(6,0007n2-⑧)

緩和係数-1-
6,000れ2×⑬-1,000m2×

6-住宅用途以外の部分の附置義務台数の算出

小規模建物の緩和対象の場合 ⑭×⑬-

小規模建物の緩和対象外の場合 ⑭-

7駐車施設規模別台数の算出

普通乗用車 幅2.5m以上 奥行6m以上

⑰×0.3-

｢｢ --⑬

(順点以下4桁棚駅)

小型乗用車 幅2.3m以上 奥行5m以上

(⑰-⑬)+⑬-

8附置義務全体台数 ⑬+⑬-
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打合記録 l記録 MHS 白井 l作成

件名 出席者 (敬称略)交池周 火 柿沢
センター北駅上部利用計画

打芸書芸 l L笠 局総務部内- 都築開発MHS 沌 白井

T打合資料

･センター北駅上部利別 羊ついて (計画) (MHS)■打合内容

･市営地下鉄4号線の平面計画に基づくセンター北駅上部利用案について

打 合 事 項 嘘 認 事 項

1.6/14打ち合わせ貿料である市営地下鉄4号線の平 ･確認○

計画に基づき､検討した駅上部利用案について説明○(NHS)2.由存駅舎の吹き抜け部については､上部利用 (増築)にあつても同様に吹き抜け計画を前提とした案を検討の事○3.駅舎 1階の西側道路よりの設備引き込み等について検言､を進めたい○4.次回打ち合わせ7月 15日 10:00より 交通局 総務部にて変更 16日 (串業開充)･次回打ち合わせに提示しますo (NHS)･次回までに当該部の図面資料を提示しますo (NHS)以上

高速鉄道 3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書

打合記録 ー記録 MHS 白井 l作成

件名 出席者 (敬称略)

センター北駅上口利用言画

交池局 平田瓢-rq 日比野係長 火沌 白井
打芸書芸 l l笠 局- 内 小史けu允NHS

T打合資料

･第3回打ち合わせ記録

･センター北駅上部利用について (計画) (NHS)

･西側道路の設備系埋設図 Al版

■打合内容

･市営地下鉄4号線の平両計画に基づくセンタ-北駅上部利用案について 3案

打 合 事 項 確 認 事 項

1.6/25打ち合わせに基づき､検討した駅上部利用案に ･確認○

ついて説明○既存駅舎の吹き抜け部について､上部利用 (増築)に同様の吹き抜けを計画した案を検討○駐中場は地下2.駅舎 1階の西側道路よりの設備引き込み等について検許を進めたい｡4.次回打ち合わせ7月 15日 10:00より 交通局 総務部にて変更 16日 (事業開発)･次回打ち合わせに提示しますo (MHS)･次回までに当該部の図面資料を提示します. (NHS)以上
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打合記録 記録 MHS 磯合 l作成

件名 センター北駅上部利用計画 出席者 (敬交池局MHS 称略)来 梅蒋白井 磯合
打芸書芸 l l芸 局総務部内

■打合資料

･センター北駅上部利用について (計画) (NHS)

Ⅰ打合内容

･市営地下鉄4号線の平面計画に基づくセンター北駅上部利用案について 2案

打̀ 合 事 項 確 罷 事 項

1.前回打ち合わせに基づき､検討した駅上部利用案につい ･確認. -(交通局)

て税明.前回提示の吹き抜けの■ない案で6階に駐中場を設けた案(A案)では､確保できる避難階段巾からフロア面積が制限されるため､吹抜案と同様の築 く吹抜を中庭にした案)になる.D階段を6階まで到達させ､吹抜部分をフロアとした案(B案)を提案○3階平面図に束修軽部分有り○2.M階段が避難階段として利用できるかが本計画のボイン ･当該部を訂正した図面資料を郵送します (NHS)･8月7日州10:00より現地調査をおこなうo竣工図は交通

トとなるため､現地調査及び竣工図での確認が必要. 局で取り寄せMHSに迎絡する○ 以上

打合記録 記録 MHS 磯合 作成

件名 センター北駅上部利用計画 出席着 く敬称略)

交通局 東 梅滞白井 磯合 井上
打芸書芸 l l笠 夕-北駅 MHS

1打合資料

･センター北駅M階段の変更について検討 (NHS)

■打合内容

一センター北駅M階段室実測調査

打 合 事 項 確 認 都 項

1.竣工図に基づき検討したM階段の変更案について鋭明○現状娼体のままでは迎粍階段巾(W=1,400以上)を碓保できない○大染断面ぎりぎりまでRC躯体を削り取れば必要避難階段巾を確保できる可能性がある.その場合(1)階段室RC壁が耐厨要素として利用されているかど ･RC身区体を削り取れるとして駅上部利用計画の検討を
うか○ 進めろ (交通局)

(2)横浜市建築基準条例上の利用者階段とみなされ､両側に手摺が必要になるかOを確認する必要がある. ･建築指噂課に確認します○ (交通局)以上
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打合記録 記録 井上 l作成

件名 出席者 (敬称略)

高速鉄逆3号線 センター北駅 店舗校計

No.2 l lH芸p-:交通局 …

雄忍 :工程､工事区分の検討と､本件にまつわる上部利用計画の内容検討

提出資料 :打合記録 No,1 (A4版)

物販店舗工事区分表 (莱) (A4版)

飲食店舗工事区分表 (莱) (A4版)

工程表 (莱) (A3版)

交通局からM.HSへの借用資料 :センター北駅 施工図 No.1 (A1版)

センター北駅 機械設備工事 施工図 (A3版)

センタ-北駅 機械設備工事 完成図 (A2版)

打合事項 確認事項

1,前回打合記録を読み上げる. (NHS)ー受理 (交通局)

交通局からその1ページ目の確認事項の欄について､本件はあくまで上部利用計画の内容を留寿した計画が必要であるとの理由で､｢よって上部利用計画は .- 方がよい｣の箇所を削除するように要望があった○ (交通局)2.MHSから工程表の内容について説明○ ･了解○指摘部分を削除しますo (NHS)･了解○現時点では本工程表を基に作業したい｡

(NHS)3.MHSから今回作成した店舗工事区分表の内容について説明.その後以下の意見交換があった○a).本工事に降し､乙工事はどのような形態を (交通局)･交通局は出店者の工事負担金を預かって乙工事

とるのか. (NHS) を発注できないので､それを以下のように扱う01),乙工事は発生しないように計画を進める02).今回店舗化される駅舎本体の工事に対する出店者側の要望は甲工事で対応する○(センター南駅店鮒化の事例を踏まえたもの)3).2)の隙､駅舎､駅構内に聯 巨上影響を与える変更工事の要望は受けないことを原則とするo (交通局)

打合申項 確認事項

b).飲食店舗の給水配管は既設給水管より分岐とし､私設量水器取付けまで甲工事とする○(交通局)C).ガス引込みは出店者負担とし､配管は店舗内間仕切までとする. (交通局)d).1階部分のテナント空調は出店者側とし､室外機は 1階に設置する計画をしているo(交通局)e).ガラススクリーンの壁に関しては甲工事と ･了解o (MHS)･了解○ (NHS)･了解○ (NHS)･ガラススクリーンの工事区分に関しては店舗レ

して扱うのか､丙工事として扱うのか○現計 イアウト決定後に考慮するo

画では防火防煙シャッターは甲工事､ガラススクリーンは丙工事となっている.-(MHS) (交通局)

4.上部利用計画の進め方について以下の意見交換があったoa),3階上部のトップライトを除去した際の排煙方法､支柱の耐力不足に関する技術的解決を上部利用方法と絡めて検討してほしい○(交通局)b).上部利用計画の工事中､店舗化計画で暫定 ･了解○検討します○ (MHS)･仮使用等の法規的問題はないと思われるが､防′

的に入居した3階出店者の営業は可能か○ 区画壁の設置､店舗移設等を考慮し､対応する′'

(交通局) 要があるo (NHS

C).次回打合せで本計画の法規的なチェックを行い､問題点を抽出したい○ (NHS)4.また本件の業務について以下の要望があった.a).建設中の (仮称)ブラザビルと駅舎の接続位置は未定であるが､位置決定次第報告するので､技術的問題点を検討してほしい○(交通局)b).既存の配管等で移設が必要な時､その移設場所を計画し､移設工事費の概算を算出してはしいo (交通局)･了解○ (交通局)･了解○ (MRS)･了解o (NHS)

以上

次回打合予定日時 :1997年3月 5日 (水) AM 10:00- 於 :横浜市交通局 総務部
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打合記録 記 録 井上 l作成

件名 出席者 (敬称略)

高速鉄道3号線 センター北駅 店舗設計

No.3 1 l芸 交通局 稔 刑

放題 :既設設備配管の移設等に伴う店舗レイアウトの検討o上部利用計画の問題点抽出o

提出資料 :打合記録 No.2 (A4版)

物販店舗工事区分表 (莱) (A4版)

飲食店舗工事区分表 (寡) (A4版)

センター北駅 上部利用計画 法チェックリスト (A3版)

交通局からMHSへの借用資料 :

センター北駅建設工事 完成原図 2-1､2-2 (A1版 :横長版､各 1部)

高速鉄道3号線センタ-北駅電気設備工事 完成図 原図 (A1版)

高速鉄道3号線センター北駅電気設備工事 完成図 製本 (A1版)

センター南駅建設工事 設計図 (A1版)

打合事項 確認事項

1.前回打合記録 (No.2)の読み上げ (NHS)記録内容の中で交通局から指摘が2点あったoa).2ページ目の3.C)oガス引込みは出店者負担とあるが､ガス利用の出店は複数となる可能性もあるoよってガス工事は本日受領した工事区分表に基づいて工事範囲を仮定したい.b).2ページ目の3L.e)の確認事項欄.ガラススクリーンの工事区分は現時点では丙工事として扱うが､出店状況に応じて変更もあり得る○ (交通局)＼ 中 ･受理 (交通局)･ー了解o (NHS)･了解○ (NHS)

′

高速鉄道 3号線 センター北駅 上部利用計画 基本計画書

4,上部利用計画について以下の説明があった｡

a).上部利用計画の工事完了は､高速鉄道 4号

線と同時にオープンする計画の時が最速と

なり､それは平成 15-16年頃と思われる｡

(交通局)

b).上部利用の工事は､入居店舗の営業を妨げ

ないよう配慮してほしい｡また､そのために

必要な工事日程､法的な留意事項を箇条書き

で整理してほしい｡

(交通局)

C).上部利用計画の法チェックリストの内容に

ついて説明した｡ (NHS)

･了解｡

･了解｡法的な留意事項は作成します｡要望事項の

店舗営業への影響期間は4号線工事の仮設計画

や施工手順に依るところが大きいと思われる｡

事条件等未確定事項が多いので短期間では解答

困難です｡

(NHS)

･受理｡次回打合せでハートビル法の法文を持参

てほしい｡ (交通局

5.MHSから､前回借用した ｢センター北駅 施

工図 No.1｣､｢センター北駅機械設備工事 施

工図｣､ ｢センター北駅機械設備工事 完成図｣

を返却した｡

次回打合予定日時 :1997年 3月 19日 (水) AM IO:00- 於 :横浜市交通局 総務部

打合内容 :･各設備配管移設に伴う店舗レイアウトの提出｡

･上部利用計画の法的留意事項の検討｡

Illtl!; 仙 伽 榊 紺1
高速抹逆3号は センター北駅 店捕設計 打合妃指 No.;～ SHEET 3 0F 3
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打合記録 l記録 井上 l 作成 打合記録 l 記 録 井上 作成

高速鉄道 3号線 件名 出席者 (敬称略) 件名 出席者 (敬称略)

貰 号線 セント 北琶 ≡ 笥 冨衰?…上 琵 センター北護 ≡ ≡ 欝 癌 井上

陳題 :センタ-北駅舎の上部利用について､計画内容の基本的な考え方を説明 法認 :上部利用計画の変更に伴う設計内容の説明､検討

受領資料 :センター北駅､センター南駅 商業ビルの検討 (A4版 .冊子)センター北駅､センター南駅 地形図 (A.1版 .各 1部)Ⅰ 交通局から､センター北駅上部利用計画の計画内容の基本的な考え方を下記の通 りに説明o 提出資料 :各階平面スケッチ (1or2層の積層増築 ;フラット案､吹き抜け案) (A3版 .冊子)打合事項 確認事項1.交通局から打合記録 (第7回)の確認を報告O .了解o (MHS)

1).センター北駅舎上部利用については､2層 (4階､5階)を積層増築し､その階の用途を商 2.MHSから前回打合せ事項を反映した各階平面 .了解○ (交通局)

業施設とする○その際､既存の3階天井 トップライトは残す計画とする○ スケッチを説明○ (NHS)

2).計画上､4､5階のトップライ ト或いは吹き抜けを無くしたいが､吹き抜け廻りの増床に係 1その説明内容で交通局から下記の質問有りOa).特別避難階段は不要かO .再度法的にチェックした後回答するo (NHS)

わる構造検討等については現在未解決の状態であるo b). ｢主要な出入口｣は何処でとるのかO .現在のところ､3階コンコース出口と1階通り

3).既存駅舎躯体に係わる構造検討を含む増築計画についてはMHSにて進めることを要望するo (以上､交通局) 芯 :E-F､1問を考えている03.本計画で軌道階にカー｣ノフトが通過しない場 (NHS)

4).上部利再計画にあつては､駅舎用途とその他用途部分 (物販店舗等)とは用途上の区画を明 合､新設される高速鉄道 4号線の駅舎計画が下記のように変更する旨を交通局から説明○

確にすること.各用途に係わる設備についても同様とし､両用途の設備及び設備室の共用化は a).2階プラットホームの位置を北側へ移動 .了解o (MHS)

避けることo b).第 1EVを階段-1(既設)付近へ移設 .了解o (NHS)

5).1､3階は駅舎と物販店舗を併存させる02階は駅舎用途のみ､増築する4､5階は物販店舗 C).1階コンコースに機械排煙を導入 .了解o (NHS)(以上､交通局)

用途のみに利用するo (但し､設備シャフトは除く) 4.交通局から､局内部での検討資料として以下の .了解○ (NHS)

6).当計画の熱源は､地域冷暖房施設を利用する○ 3案を検討､計画し､各案の店舗面積と各案の比較資料を作成するよう依頼○

(以上､交通局) a).1層のみ積層増築○その際､機械駐車を

1 上の説明を受け､MHSは当該施設の構造計画の進め方と､本業務の体制について検討し､次回 止め､1階で自走式駐車○避難階段幅を再検討〇第 1EVを移設し店舗専用に利用o

報告すると回答o b).2層積層増築し､最上階に吹抜けを設置o

(NHS)以上TnHS仙 軸 S 高速鉄道3号繰 センタ瑚 上部利用計画 第7回 打合記録 SHEE, . .F .センター北駅 上部利用計画 基本計画書 C).2層積層増築し､吹き抜けは無しo(以上､交通局)5.MHSから構造的な検討の結果､商業店舗とし .て解o (交通局)て トップライトを外して2層を積層増築することについては十分可能性があると報告o(NHS) 以上次回打合予定日時 :1997年5月28日 (水) AM10:00- 袷 :横浜市交通局 総務部打合内容 :変更案の検討資料の提出oll帆 am - AdhK.S" ngiWe,S 高速鉄道 3号絶 てンクー北駅 上- 第 8回 打合記- EE, . OF .第 5章 その他検討案 -これまでの打合記録- 1



打合記録 記録 井上 l作成

件名 出席者 (敬称略)

高速鉄道3号線 センター北駅 上部利用計画

f'39%iH l l芸 棚 稔脚

議題 :前回提示された3つの計画案の比較検討資料の提出及びその検討

提出資料 :打合記録 打合牟議 第8回- (A4版)

上部利用計画 計画概要一覧表､各案各階平面図､面積算定根拠図 (A3版 .冊子)

受領資料 :港北第-地区 街区確定図 8-3 (AO版)

打合事項 確認事項

1.打合記録 (打合会誌 第8回)の確認o (MHS)･了解○ (交通局)

2.MHSから前回提示の計画案3案について､各案の店舗面積､それに伴う避難施設､駐車場形式を中心に平面スケッチを提示して説明oこの説明を受けて以下の意見交換があったoa).EVについてo全案の既設の階段-1付近 ･了解○ (交通局､みらい商業構想)･通り芯D-E､2付近に複数のEVの設置は困難で

のEVは 1階と3階を結ぶものとし､通り芯 あるので､通り芯F-G､1-2の部分に設置するよ

D-E､2付近にラッチ内を通過する店舗専用のEVを複数設置する旨依頼o (交通局)b).(仮称)ブラザビルと駅舎上部の一体利 う検討するo (NHS)･了解oX型階段の形成に階高が4.5m以上必要で

用､使い勝手を考慮し､増床部で段差の無い あるので､それを踏まえて検討するo

接続方法の検討を依頼o(みらい商業構想)C).今回提示の付置義顔駐車台数は､法規制上最小限の駐車台数であり､街づくり､県警察等との協議次第で駐車台数増加の指導を､受ける可能性があるo (NHS)d).本計画時に位置変更が予定される店舗電源用電気室の形状を踏まえて､DHC熱源受入室の形状検討を依頼o (交通局) (NHS)･了解○ (交通局､みらい商業構想)･了解o (NHS)

打合事項 確認事項

3.次回打合せ時に､本日の検討事項を踏まえ､下記の内容を盛 り込んだ各案の比較検討資料の提出を依頼Oa).案は今回提出資料のA､C案に絞るo ･了解o (MHS)

b).EV形状､DHC熱源受入室等の変更o ･了解○ (NHS)

C).A案に関しては6階に水平往復式機械駐車設備を設け､地下への増床を無くした案を新たに検討Od).水平往復式機械駐車にかかる費用の算定o ･了解○ (NHS)･了解○ (MHS)

e).A案の屋上避難広場形状の検討o ･了解○ (MHS)

f).設備に関する脚 古め計画と全体概算見積○ ･了解○現計画では店餅等の業種や区画が不明なた

(以上 交通局) め､概算については大きな幅が発生するo算出方法については別途相談願いたい○ (NHS)以上

次回打合予定日時 :1997年6月 11日 (水) AM 10:00- 於 :横浜市交通局 総務部
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